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錦秋の大和路氏古寺をたずね一日を過したく、標記史学会を開催する乙とになりました。向当日は同院住職尾関恵京師

から色々のお話を伺い、抹茶の饗応を受ける乙ととなっております。下記要項御参照の上奮って御申込み下さい。

1 . 日 時 10月27日 (水)

1 . 集合場所 関西本線大和小泉駅午前10時半 ( 遅参の方は直俵同院にお越し下さい)

・参考・ ( 往路時間表) 天王寺発 9.25 ・10. 20一大和小泉着10. 20 ・11. 15、向京都より御参加の方は木津経由が便利

です。

1. 会 費 250円( 昼食 ・拝観料) 前納願います

1.〆 切 10月25目、予定人貝K 達した時は、期目前でも〆切ます。

・惑光院について・ ( 臨済宗大徳寺派) 大和小泉駅より西北ー粁約20分で当寺に至る。寛文 3 年 ( 1663) 片桐石見守

呉昌が父貞隆の菩提のために創立したもので、貞昌は茶道石州流の祖として名高く、境内の茶室および脅院〔重文

コ、庭園〔指定名勝 ・史跡〕はいずれもその作である。向当寺において毎年 4 月20日、 10月20日には石州忌が行わ

れ、全国著名茶人が集って関かれる茶会は有名である。

北 電 話 局 見 学 会

標記新建築の見学会を( 株) 松村組の御斡旋で開催致します。奮って御申込み下さい。

1 日 時 10月23日 ( 土) 午後2時集合

1 . 集合場所 大阪市北区兎我野町111呑標記電話局正門( 大阪駅より旧市電扇町線・大融寺を高約2T)

1 会 費 30. 00円( 前納下る様願います)

1 . 申込〆切

1 . 建物概記

10月21日迄。

設計、監理

施 工

日本電{ 冒包括公社建築部

株 式 会 社 松 村 組

エ 期 起 工 昭 和28年10月 竣工同29年11月

構 造 鉄骨鉄筋コンクリート造、地下 1階、・地上 4 階

建 築 面 積 延8. 920. 15平 米 附 腐 屋 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 1 階延212. 08平米

・特徴 ・ 大阪では本町局に次ぐものである( 本町局4万回線・北局2万回線)

- 経過報告 ・ 「秋の古建築見学会J 短時日のうちに予定人員の倍以上の御申込みを頂き 、当初の計画を変更10月10日

10月20日2 固に亘り開催いたしました。向10日には参加者有志により怨親晩餐会を催し、種々御意見御希望を得る

機会がゐり、有意議な夕べになりました。

「桂・修学院総宮見学会J 多数の御申込を頂き、現在宮内庁と日時その他 IL ついて打合せ中で、 10月中

旬 IC速絡致します。

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 会 勢 委 員 長 藤 木 正 一



コンクリート技能( 術) 講習会( 兵庫・京都支部) 開催逼知

大阪に於て 8月初日 - 9月 6 日迄 9 日間開催の第 1回コンクリー卜技能講座は多大の成果を牧めまし

たが、引続き兵庫、京都両支部に於ても下記要項で開催されますので奮って御申込み下さる模御案内申

上げます。

・兵庫支部関係・

1 . 名 称 コ ン ク リ ー 卜 技 能 講 習 会

1. 日 時 11月中旬の3日間 ( 開催日決定次第御申込者 K 御通知申上げます)

1. 会 場 兵 庫 県 建 設 業 協 会 集 会 室 ( 神戸市生田区下山手通5- 23- 19繊維問星街23号)

1. 日程、科目 、講師

第 1 日 午後 1 時一 3 時 試験法 3 時一 5 時 材料 (セメント・骨材)

神 戸 大 学 教 授 工 博 伴 潔氏

第 2 日 午後 1 時一 3 時 工法 (材料の貯蔵・計量・混練機具・調整)

株式会社大林組研究室菅図 鑑重氏

3 時一 5 時材料( 水・混和剤・間合) 兵 庫 県 建 築 課 長 森 田 康 次 氏

第 3 日 午後 1 時一 3 時 工法( 劉枠・鉄筋・運搬・娠動打・筆生害事)

清 水 建 設 株 式 会 社 金 子 豊氏

3 時一 5 時半 工法 (耐力盤式鉄筋コンクリート構造の要点、第)

株式会社竹中工務庖技師長 日 野 勝 好 氏

1. 申込先 日本建築協会兵庫支部 ( 神戸市生田区下山手通5- 23- 19、兵庫県建設業協会内)

1.  定 員 70名 (会場の 都合 K より定員t乙達したときは先着〆切ります)

1. 会 費 700円 ( テキスドコ ンクリート陶工指針代H を含む) 申込と同時に納入願います。

- 京都支部関係・

1. 名 称 コ ン ク リ ー ト 技 術 講 習 会

1. 会 期 昭 和 四 年 11月 2 日- 6 日 i 3 日は休J 4 日間

( 講義) 11月2. 4. 6日 ( 3 日間) 毎夜 2 時間半( 午後 6時一午後 8時半)

1. 会 場 第 1 日より第 3 日 迄 京 都 建 設 会 館 二 階 ( 京都市中京区押小路通棚l馬場東入)

1. 日程、科目 、講師

第 1 日 11月 2 日( 火) 材料及試験法 大阪 大 学 工 学 部 教 授 工 樽 奥 島 正 一 民

第 2 日 11月 4 日( 木) 水、混和剤、調合 京 都 大 学 助 教 授 岡田 清氏

第 3 日 11月 5 日( 金) 施 工 法 京都工芸繊維大学講師 井 手 正 峻 氏

第 4 日 11月 6 日( 土) 実習及見学 京都大学工学部研究所及工事現場

1  皆出席を為し本講習を修了した人には最終当日修了証書を差 し上げます。

・ 申 込 先 日本建築協会京都支部 ( 京都市中京区押小路通柳馬場東入 京都建設会館内)

・定員 申込先着70名 ( 会場の都合により定員に達したときは先着〆切りま す)

- 申込期日 10月25日

見一・ . ー・ ・ 取・・ .  .， .・ H ・・・・・2事…ー・・

コンクリート技能講習会受講申込書
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( 会社名及所在地) I  

最 終 学 校 名 |

氏 名 |

| 完 結 審 主 ぷ |

| 年 令 |

昭 和 29 年 月 日

日本建築協会委事委ii 御中 申 込 者
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本 会 災 害 委 員 会 に お い て、調 査、検 討 中 の 老 朽 住 宅 に つ い て、 住 宅 問 題 上 ま た 保 安 L 淘 t乙寒心 lζ 堪

えないものがあるので、 9 月27 臼下記の陳情書を、 大 阪 府 会 議 長並{ 乙 大 阪 市 会 議 長宛 l乙夫々 提 出 陳 情 し

た。なお衆 議 院 、 参 議 院 、 並 に 建 設 省 えの陳情について、目下建築学会及建築士会と交渉中である 。

老朽住宅対策に関する陳情書

日 本 建 築 協 会 会 長 竹 腰 健 造

本会は戦後の再建: 乙当って最大急務の一つでーある住宅政策において従来殆んど放任状! 漫にある老朽住宅対策のため、

次の事項を要望す るため陳情する。

陳 情 事 項

戦災により国民は未曽有の住宅難It 遭遇しているが、幸いにして戦禍を免かれた住宅についても、木造家屋にとって

かくべからざ る維持保全が始んど不可能な状態にあるため、年々 その命数を絡め ており、風災、 震災をこ .う なるまでも

なく、自然崩壊を待つ状態にあるものも少なしとしない。激しい住宅難の未Tご続いている今日、既存住宅の自然滅失を

防止する乙とは、住宅政策上からのみならず、災害防止、人命保護の上からも緊急の要務である。乙れがため、住宅供

給政策を更 It 強力 It 推進せられるとともに、次の如き政策の速やかなる実現につき善処せられたき乙と。

1. 倒壊危険住宅に対し保安上の応急施策のみならず不良住宅地区改良法の改正等、凡ゆる板本的施策を講ずること .

2.既存住宅の修繕It 対し融資等助成施策を講ずること

3. 貸家企業の助成を図るため、課税の減免、所得税の改正等税制一般について検討する乙と。

理 由

1. 昭和28年度住宅調査によれば、全国市部における危険叉は修理不能の住宅は 193.000戸の多きに達している( 内10

0.000戸は民間貸家) 。大阪市を例にとれば右調査による危険または修理不能住宅ば 六大都市中の最高率を示し、

総住宅戸数の約 3 %、14. 000戸を主主えており 、乙のうちとくに危険度の高いものは別途の資料κ よれば、5. 000- 6

Ｓ ∞ 戸 ｉｴ 及ぶものと 推 定される。事実老符住宅がとくに風災震災ｾ［の天災による乙となく、自然的 ｉｴ 崩援する事 例

は少くなく大阪市においては戦後 6 年間I t 300 戸にも及んでいるつまた今回の台風14号の襲来に際し、同市におい

て避難者が 110. ∞0 名にのぼったという事実も水害の不安による避難もゐろうが. 住宅応対し保安上の危険を! 惑じ

た市民も多数であり老朽危険住宅の多い一つの証左であろう。乙れら危険彦の高い老朽住宅応対してはすみやかな

政策が要望せられるが、前記の全国市部における 193. 000 戸中の過半数を占める 100.000 戸; ; t 貸家住宅であり、し

たがって乙れの処理については、家主、居住者の両者It 対する措置を必要とし事態をより一周困難ならしめる。乙'

れら多数の老朽住宅応対する施策としては、建築規準法第10条の発動とその裏付としての収容住宅の供与 IC よる方

法も 考慮すべきであろうが、根木的対策としては老朽住宅一般に対して、不良住宅地区改良法の如き強力なる立法

が要望される次第である。

2. 更に前記の調査によれば、修理の要ありと考えられる住宅は1 . 947  .000戸と Lづ莫大な数にのぼってい る。乙の様な

多数の既存住宅が現在適切なる措置のないまま、全く放任状態 lζ あり 、速からず、危険住宅となり事態を益々 困難

ならしめる乙とが予想される。乙れを救うためには、既存住宅の修繕:t 関して、速やかrc融資等の強力なる施策が

とられる乙とが必要である。

3. 戦後の住宅政策においては、幾種類かの住宅供給対策が諮せe られているが、その中軸をなす公営住宅の建設にし て

も極めて僅少で、火災、天災等による滅失戸数の補充にすら不充分な状況であり、一方戦前において、都市住宅の

主力であった貸家は、 ζ れが企業的 ｦｴ 成立し得ないような現状 ｾ￫ ゐるため 、 乙の而 Ｑ 乙於ける供給［立、殆んど望み得

ない状態であ る。乙 のため住宅難は依然として深刻を極めている。住宅難の軽減のために公営住宅、 公庫住宅の建

設を拡大促進する乙とが最も必要でゐ る乙 とはいうまでもないが、同時に民間貸家の婚築も甚だ必要 とされる処で

ある。漸く最近、大観i市において僅かながらも貸家建設の動きが見えはじめに乙とは誠氏喜ばしい次第であるが、

更に強力なる助成政策によって、その建設が益々 推進せられることが要望される。 以 上
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鴻 池 藤 ー 殿

横 尾 義 貫 民 主

鈴 木 末 尾 殿

佐 々 木 保 殿

汎 建 製 作 所 殿

木 村 喬 夫 殿
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松 田 昌 平 殿
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以上御申込金正に受領仕りました 。

5. 000. -

1. 000. -

20. ∞0. -

2.0∞-

10. 000. -

2.∞Q. ー

20. 000. -

4. 000. 一

10.000. -

10.000. -

10.000. -

30. 000. -

10.000. -

35. ∞0. -

10. ∞O.一

10.000. -

2. 000. -

1. 000. -

20. 000. 一

分)

小 早 川 美 武 殿

日 野 勝 好 殿

抹 式 会 社 ケ ン ト ク 殿

株 式 会 社 平 川 鉄 工 所 殿

日 新 工 業 株 式 会 社 殿

竹 林 塗 装 工 業 株 式 会 社 殿

東 洋 洋 瓦 株 式 会 社 殿

矢 橋 大 理 石 商 庖 大 阪 出 張 所 殿
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田 中 清

寺 井 一 勇

南 長 吉

旭 化 工 板 製 造 株 式 会 社

若 林 繁 吉

白 井 正 朔
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健
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以上の通り御申込を受けております。 なお引続き到着の分は次号IC掲載いたします。叉時節柄誠|ζ 恐縮至極でありま

すが何卒引続き下記の要項で御賛同賜りますよう御申込洩れの方は至急御知らせ下さいますよう重ねて御願い申し上げ

ます。

要 項

贈呈 IL関する事は実行委員へ御一任下れ度し

1 口 500円 なるべく 2 口以上希望

( 会社商后等) 1 口 2.000円 なるべく 2 口以上希望

日本建築協会内、大和常務理事退職慰労金募集実行委員長宛

昭和29年9 月より 11月末まで

「建築と社会」誌上 Ir . 芳名掲載をもって代えさせて頂きたいと存じます

退 職 慰 労 金

個 人 会 員

団 体 会 員

申 込 先

払 込 期 間

領 牧 書

昭 和 2 9 年 1 0 月

一ー

一
謙畑東

よ』

:z:sえ

大和常務理事退職慰労金募集実行委員長

協築建本日祉団法人
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山不 燃 建 築 と 新 材 料 講 習 会

川中 国 及 九 州 地 方 開 催 予 告川

戦後! と於ける建築技術者、現場係員主主一般建築関係者の技術と質の向上、耐震耐火建築の普及、更に新建築材料の知

識の普及を計り一般社会並建築界に貢献せんとする目的のもとに、過日 8 月20日より大阪に於て開催多大の成果をみた

第 1 図コンクリート技能講座と、新な構想をもった「ブロック建築」及最近の新建築材料の説明会を兼ねて下記の通り

中園、九州大都市を中心に開催致します。会員各位の絶大な御支援をお願い致します。 ( 10. 10記)

- 開催決定会場・

岡 山 市

八 幡 市

講 師

大 阪 大 学 教 授 工 博 奥 島 正 一 氏 神 戸 大 学 教 授 工 博 伴 潔 氏

( 株) 竹中工務庖技師長 日 野 勝 好 氏 新建築材料関係者数名

共催並後援者 各地元建築士会、建設業協会、その他

開 催 予 定 地 山口 、長崎、熊本

1  1 月1 . 2 日 市

市

島

岡

広

福

1  1 月 4. 5 日

1  1 月 8 日1  1 月 6. 7 日

間 三 証 雰 新 築 社 屋 見 学 会

標記見学会を、竹腰建築事務所、 ( 株) 大林組の御斡旋で下記により開催いたします。多数御申込み下さい。

向当日、岡三証券の方より「株界からみた経済界の動向J ( 仮題) の御話しを伺う予定です。御期待下合い。

日 時 10月20目 (水) 午後 2 時集合

集合場所 標言E建物正面玄関前 (大阪市東区今縫E ・北浜Z電停堺筋商二つめの辻東入り)

会 賓 30円( なるべく前納のこと) 〆 切 10月日日

・建物被害E ・ 設 計 監 理 双 星 社 竹 腰建築事務所 施 行 株式会社大林組

工 期 起 工 昭 和29年9 月 竣 工 29年10月 鉄骨、鉄筋コンクリー卜造、地下 1 階、地上 5

階、延坪578，982坪 ( 基礎) 栗石地形一部コンクリート杭打、鉄骨鉄筋コンクリート( 外

霊長) 正面全面及両側一部万成石貼、其の他人造洗出( 万成石) 、色モルタ J レ刷毛引、全

面エパータイト吹付。

十 月 午 餐 会

十月午餐会は大阪建設会館で下記の通り関儲致します、当日は会食後最近話題le上っている安治川穀物サ イロ工事の

滑動型体質E工映画を大林組の御好意により封切をする乙と K なりました。何卒多数の御参加を切望いたします。

1 日 時 10月28日( 木) 午前11時30分集合

2 会 場 大阪建役会館第一会館室東区京僑大林組本社西隣二階

3 映 画 「滑動重量枠施工」 説 明 者 大 林 組 研 究 室 菅図鑑重氏

4 会 費 V 350.∞ 

1(111申込は会費と共f e26日迄にお願いいたします。

5  申込場所 目本建築協会 大阪市北区中之島朝日ピ J レ m話北浜1334- 9

分室 市内東区天神橋詰大阪建設会館ー電東861- 6
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新刊 「建物及び設備の保全」 パンフレツト

吾々の身近にある家具、什探或いは衣類などは平家の手入れが行届いていると 、いつも新鮮感を味い得て、しかも之

を長く使用する τ] J が出来る。建物についても同様で一周乙の感を深くするが、竣功当初乙そ僅かでも援や床を傷けぬ様

注怒しでも漸次乙うしづ注意は士事闘に附され勝ちの様で、いつしかタイル、木部の汚れ 、壁面の損傷、 ドア、窓の不工

合、 ｅ 骨子のｾり、さては雨漏れ ｋ よる天井、曜の汚損等が生じたま ｨ 放置してあるのを時折見かけるのである。之はビ

ルなど営繕とか管理の係りのある所は別として一般には、専門家でないため建物に関する事を知らないとか、手入れの

方法が判らないとか其の他面倒くさい等の湿由で僅かな事を放っておく為であると楓像される。

本会K 於ては建物の維持、管理について適当な指針を示すべくかねてより研究中であったが此度「建物及び設備の保

全」と題して乙の小冊子を刊行し、! WPかなりとも乙れら手入の莱となす事とした。

本書の内容は清掃穏材 ・室内仕上げ材等の手入れ、屋根 ・外装 ・木造建物 ・衛生施設 ・電気器具 ・給水設備等の保全

消火装置 ・冷暖房 ・エレベータ一等の管理等を12章、 50余項目に亘り余り専門的κ せず極めて平易IC解説して建築関係

者は素より、一般家庭人の参考IL供するの外、学生の副教材IL も資する様編集したものでゐる。

向保全手入れIC必要な告書材、清掃朔j 名や関係業者は或る程度本文1ζ 記載し読者の便宜を図った本容の内容は未だ十二

分でないが版を霊ねて万全を期する事とし取敢へず乙 ':.IC初版を公にする。大方の参考となるを得ば幸である。

終 lζ 本宮の刊行IC当り多大の御尽力を煩し叉: l . ' . : t 重なる 資料を特に御提供賜った日建設計工務一大井弘次郎氏 を初め大

林組ー谷口倫武氏氏、 大阪建築事務所一小西仰氏 、清水建設ー伊藤幸一氏IC対し深甚の謝怠を表するもの である。

昭 和 29 年 10 月

日本建築協会出版委員 会 委 員 長 工博 奥 島 正 一

日本建築協会出版委員会編 「 建物及び ｾ 備 の 保 全」 目 次 内 容

第 一 章 清 捌 探 材 第 七 章 便所衛生施設の保全

第 二 章 室内仕上材の手入法 第 八 章 電気様具、電気系統の保全

第 三 章 建 具 の 保 全 第 九 章 消 火 装 置 の 管 理

第 四 章 屋 根 の 保 全 第 十 章 給水給湯設備の保全

第 五 章 外 控室 の 保 全 第十一章 暖 房、冷 房 の 管 理

第 六 章 木 造 建 物 の 保 全 第十二章 エレベータ ーの管浬

A 5 版 80頁 部 lf 100. ∞ 会 員 lf 80.00 送料 lf 8. 00 

申

社団法人 日本建築協会

込 F斤

大 阪 市 北 区 中 ノ 島 朝 日 ピ ル 内 振 替 大 阪39975審

大阪市東区天神橋西大阪建設会館内

兵庫 ・京都 ・和歌山 ・広島 ・福岡各支部事務所
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真 の 現 代 建 築 に 関 す る 私 の 見 解 は 主 l

と し て 美 学 的 、 妓 術 的 、 経 済 的 な 各 l

々 の 観 点 、 か ら 考 へ ら れ た も の で あ っ l

て 一 方 的 な 貢 献 を 排 除 す る も の で あ l

る 。 と 言 ふ 事 は 之 等 三 つ の す べ て を l

達 成 す る こ と が 現 代 澄 築 の 本 質 な の l

作

ｾ＠

ロロ

ロ

作

風

クロピワス.

建 築 一 一 機 能 と 感 触 と の 結 晶 し た 人 間 的自

空 間 一 一 そ れ は 時 代 性 や 風 土 の 条 件 の 中 で.

絶 え 間 の な い 歩 み を 続 け て 居 る 。 本 誌 は 愈.

々 機 が 事 き し た の で 本 号 か ら 新 た に 「作 品 ・ .

作 風 ! の ペ ー ヂ を 設 け て 之 と 共 に 歩 み た い目

決 意 を 表 明 し 協 会 理 事 会 の 承 認 を 得 た む 新.

建 築 は 東 京 の 一 手 販 売 に な る も の で は な い.

で あ ら う 。 唯 一 般 に 言 っ て 関 西 作 品 に は 線.

り が 足 り な い と 言 ふ 村 野 藤 吾 氏 の 見 解 を 私自

共 は 友 省 し な が ら も 筒 こ の 古 い 文 化 と、実 行自

力 を 持 つ 関 西 一 常 事 の 地 盤 か ら | 歪 れ た 新 作 品.

の 発 見 及 び 再 発 見 を 試 み た い υ こ の 数 ペ -

ヂ は 建 築 の コ ア ー で あ る 。 無 名 の 青 年 作 家目

もE 匠 も そ の 作 品 と 共 に こ の コ ア ー に 登 場目

し て 怠 築 を 語 り 叉 建 築 以 前 の 問 題 を 作 品 を E

i量 し て 語 ら れ る で あ ら う ω あ く ま で 純 棒 な 目

立 場 を 守 り 乍 ら 、 私 共 は 関 西 一 績 の 作 家 に 目

広 く 呼 び か け そ の 御 協 力 を 得 る 為 に 益 々 努 目

カ を 重 ね 建 築 文 化 の 開 花 を 期 待 し た い の で 目

ある 。

で あ る 』

上 野 市 慰 霊 塔 当 選 案

日 本 紡 績 検 査 協 会 新 館

丸 一 紡 績 K K 大 阪 支 庖

館

，町、

ｾ＠多情

2. 

3.  

4.  

!iII 

次目

E ヨ

ロロ作
盲

一

(
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。 怠 | 足

基 壇 Ｇ Ｑ 象石，Ｚ［ｴｅ尚石 小叩仕上 ｾ 放石
コY t! リー トプf ロ y グ

柱 鉄筋コシダリ ー ト核鋳鉄包， i由

性ペイ γ ト仕上

E  コγ タ リー ト打放し，磁索樹脂

l次付仕上

名 版 収 納 室 壁，天井コ γ グリ { ト

打放し，泡化ビニ ーノレ塗料吹付，

J ; 1<，花尚石! 放小 叩仕上 ，デ ッキガラ

ストアプライト付 ，換気孔 i収設，出

入口扉鋳鉄製 油性 ペイ γ ト仕上

碑 檀 胸 コ γ P リー ト打放し，台座

花尚石本勝，碑版鋼板試込

ベ γ チ 胸コ y t! リ{ ト打放し l放

板檎

名版収納室前彫刻 彫込みコ γ グリ

献 詩

春 ，丘にさえずる小鳥たちょ

今日もまた，かわらぬ誓いの歌をもて

たからかに満ち充たさんー記念堂 を

夏. 麗わしき太陽のひかりよ

独り ベ ンチに座して， 白壁の樹膨に向い

遇ぎし自のことども ，語りくれむ

秋， さらさらと散りし〈落葉よ

この四角なる壁の中，我等と伴に

溢れくる i戻，たやすことなかれ

冬，粛々と降り積む雪よ

ふかi家かと ，純白の祈りの果てに

とわの安らぎに ，眠れせたまへ

|  上 野 市 慰 霊 塔 懸 賞 競 技 設 計 当 選 案 l  

ー ト打放し，間 k 部装飾黒みかげ

長華g.， 受座プロ γ ズ

正 面 壁 名 版 本石彫込

植 樹 け や き

。 構 造

基 礎鉄筋コ γ グ リｻト ｾＱＱ 立法 礎

柱 鉄筋コ y t! リ{ ト核鋳鉄パイ 7'

包み径250粍

壁 鉄 骨 筋 准 入， 鉄筋コ γ グリート

1!- 200粍

名版収納室 鉄筋コンタリート 段構

造 厚250粍 イF 基礎

小 倉 伝 治

大正 6 年生

昭和23年仙 台工噂本

昭 和26年日始設計工務 K K入

社 現 ＱＢＱ 司ｾＱＺ［Ｑｉ京事務所勤務



制ｾーギ 主主ｾＺ

i  丸 一 紡 績 株 式 会 社 大 阪 出 張 所 |  

設計施工 清水建設株式会社大阪支庖

設 計 担 当 宮 武 保 義

ｾＭＭ

所荘地大阪市. ! l ! l >!: 瓦調1 4 の 7

前 提 l lT務所の公的な部分をなす此 の長n物 I t

その後方に絞統された在来の私的な部分と

一体になって存在 して いる。敷地が援めて

納長い為に、残物はその採光 と通風 とを側

面1より IUI 待する ことは出来なL 、。

過 程 ありふれたデずイン 要紫( ガラス ・3えチ

ール・打放 レコンクリ ー ハ パン . f  ヴ エ

ール、 2 灼用 スボアト ) を厳 しくそのある

べ在 処に収めその 凡てを民和 させること。

使用上 の心開! 的機能( 細部の全体 えの前和)

に住aむする こと。 例 えは蝉度対比を避ける

様に設けられた係先窓の位 aeに関連 して階

段下街のデザインが決定 される。

ヨ号 E結 合 理的 な 構造体 が 悶 ｐｾ に完全 な 波布 ｬ を

保つP!h ij!物のデずインはその半ばを終 る

合問!(f 'J なものは炎 しいという言 楽にかくれ

て( 技択の白山 を許される 場合) 榊遺体のデ

ザインを忘れてならな t 、。300 x 500m mで

あるべ在住が400x 400m mとしてまnてられ

た為!こ 、 ニれらの住が無用 な発言をする が2

* となったのは械に残念であった。
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建 築 家 と 環 境

一ーグロピク ス教授講演全訳一一

本文は， W.  GROPI US 教授が大阪講演原稿として送付されたもの

の全訳である。 倫小見出しは読み易くするために訳者がつけたもの

( 1954，浦辺)

緒 言

今夕の講演に於て，私は建築界，計画界の状態につい

てありのままを，と同時に，それが，大工業地域の人々

をいかに悩ませているかを，お話しようと思います。ア

メリカの傾向が，益々集中化の方向にある時，都市の姿

と技術は愈々田舎の地域を取り巻き初めると共に，現代

都市の病根即ち無責任性，社会的接触の悪化，そして一

貫性もなく，朗確な形もない無定形的成長をもたら して

居り ます。

当地で諸君が問題とされる所は，未だ，工業化がブノレ

スピ ー ドに逮していない，非常に臭った性質のものであ

る事を私は知って居りますが，それが故にこそ，諸君は

先見と責任のある計画とを以て，私共のすぎ去った文明

が，どこかで犯した失敗を，避けることが出来ると信ず

るのであります。

偶々手元に為った，北アメリカの状況の写真をお自に

かけ ますが，それは，全世界の工業化されたどこの地域

とも容易に置換えてみることの出来る都市発展の様相な

のであります。

建 築 家 と 環 境

1  現代生活におけるアンパランス

私は特に，自にみえる環境に於ての建築家の役割につ

いてお話したいと思います。即ち自然の環境はどんな影

響を私共の上に与えるか，建築家や計萄j者は，いかにし

て，その環筑を改善 し，更に犬舎な便宜と喜びとをもた

らすことが出来るかという事についてであります。

よく言われるような，この世の中の荒廃した状態は人

々が，自ら招いた歎慌であります。何故ならば，荒廃し

ているのはその人間自身であり，世の中ではないのです

から。永遠の好奇心から，人は科学者のメスを以て，そ

の世界を切り離すことを学び，その結果，統一に対する

パラシ スとセ γ スとを失ったのであります。今日 その人

は困惑の状態にあり，了度子供が，中にひそむ魔術を発

見しようとして玩具のェ γ ピγ を分解し，それを再び元

通りに組直そうと望みなき努力をしているのに似て居り

ます。科学時代は極端にまで，専門分化に走り ，私共の

複雑な生活を本質的に眺めるのを妨げているのでありま

す。

併し乍ら，今日に於て私共は極端な専門化と，それが

もたらす，社会

的統ーに対する

危険な爆発的影

響から，そろそ

ろと脱出しよう

とする傾向を見

受けるのであり

ます。私共がも

大阪続演におけるグロピヲス 氏

し，現代文明の精神的地平線を一瞥すれば，多くの思想

や発見というものは，嘗て科学が隣接 した諸分野から全

く離れ離れに観察 したところの宇宙現象間の相関々 係を

見出そうとすることに全く関腕があるのが解るであ りま

しょう。

私が子供の頃には，各部屋にガス栓と石炭スト{ グの

らる ，都会のアバート に住んで居ました。そこには電車

はなく，自動車，飛行機は勿論，電話，ラジオ ，映画，

蓄音器等は何もありませんでした。併し，誰もが，社会

がよく統一され至芸術と建築とが，文明の緩やかな成長に

従って，人間生活の中で正しい役割を果しつつ，有機的

に発展していた数生紀以前の文化的伝統を深く意識 して

いたので・あります。

科学の時代となり，機械の発明と共に，私共の打立て

た社会の様相が次第に瓦解し始めたのであます。様 な々

手段や方法が人をとびこえて発展し，産業改革の後半世

紀間にi起った疾風の如き変化は，キリストによる人類の

結合以来の数世紀より更に深く人類生活に変貌をもた ら

したのでゐります。この大きな発展! 主私共に生活のパヲ

γ スを失わしめたように恩われます。科学( 主，人類生活

の調和に不可欠な他の要素のよに暗い影を投け' かけ，私

共は朗らかに失われたパラ γ スを再び打立てる為に，教

養水準に於ける方向転換を必要とするに到り ました。こ

の科学の時代にあって，芸術家は「忘れられた人々」で

あり，人々から，からかわれ，社会に於ける余分な賀沢

な一員と考えられているのであります。芸術は数世紀以

前に既に完成されて，今日では，美術館の中にし まいこ

まれて居り，私達はそれから，必要な分だけを吸取るもの

だと考えられているのであります。科学が，物質支配の

時代における回答の凡てでゐると考えられている時，芸

術ーそれは人の作る美ですーは益々衰えてゆくもの と信

じられます。今日，所謂文明人は創造的芸術を，人生の本

9  



質的なものとして，正直に支持するでありましょうか。

私共は社会の蘇生のため，科学のもつ本質的価値を確

かに認め ました。併し芸術家の重要さには殆ど気付かず

又生産的生活の目に見える総てのものを含む自然環境の

コント ロ { ノレを仕事とするのは，創造的デザイナ ー即ち

建築家であることにも気が付かないのです。機械により

機械化的僧殖という科学的方法とは反対に，芸術家の仕

事は，生活の共通の現象を象徴化するという問題を偏見

なく探求することであります。その為には，人生のプロ

セスに対して，独立した，抑制されることのない観点、に

立たねばなりません。芸や隣家は総人類のプロトタイプで

あり ますから，彼の仕事は，真のデモグラシイのため，

最も大切なものでゐり ます。そ して，彼の直観性は，度

をこえた機械化に対する解毒剤で"ibります。

2.  . 人間的なスケール

私共は工業化以前の時代には，普通して居った環境と

精神の統ーを心にとめて居ります。私共の時代がその統

ーを失ったこと，混沌とした環境の不健全性その哀れむ

べき醜悪さ，無秩序というものは，元来，根本的な人類

の要求が，経済的，工業的要求の上位に置かれなかった

結果だと感じるのであります。機械の奇践的潜在力に圧

倒されて，人間の野心は遂に，社会を健全に保たせる，

人類の同胞愛の生物学的なサイグノレに干渉していったこ

とは明らかであります。社会の下層階級に於ては，人類

は工業用の道具として使はれ，下務していったのであり

ます。之は，資本と労働聞の斗争の来の原因であり，叉

，社会関係悪化の原因でもあります。私共は今日，社会

生活に再びパラ γ スを与え，機械の衝撃を人開化すると

いう困難な仕事に直面して居ります。私共がその生活の

中に首尾一貫した社会的バター γ を見付けることが出来

なければ，すべての技術的，経済的，審美的な進歩は只

混乱のうちに失われてゆくだけだということが判って参

りました。私共が環境の再建に成功するための鍵は一一

それは，建築家の大きな仕事でありますがー一人間的要

素を，最も支配的な位置におくことであります。

この古いニューイ γ グラシドの町の姿は，非常に完成

したコミュェティ精神から由来した秩序と統ーを示して

居ります。それに反して，個人的妙技の競争がもたらす

混沌と，スタイノレ，材料，色彩の無秩序な斗争というの

が，私共の大都市に於ける典型的な町の景観でありま

す。それは，分裂した社会生活の不統ーの英の象徴とい

うことができます。大都会の市民達は，そFの選出した役

人との関に個人的な接触がありません。何故ならば，巨

大な行政の巾が人間のスケーノレを超越して発展してしま

ったからであります。オラ γ 〆の画家Pi et er Br eughel  

が描いた田舎や町では，起ったことのない何物か，つま

り，社会的孤独とか，無責任とかが拡がりつつありま
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す。その田舎や町では，逮や広場は社会全体の交通の為

適当な適となり，何人もが整然たる群衆の一員として，

それに参加したので、あります。

併し， Breughel の街の光景に対して，私共の街路

は，孤独な外来者逮にとって，単なる交通路に堕してし

まったのであります。自動車を持たない，地方の歩行者

は，街の壁に押付けられています。今日，歩行者はその

正しい通を返して呉れと妄求し始めていますが，之は誠

によいデザイ γ であります。

健全な社会の復興は，市民の齢的興味を糊して，

積極的に参画するように，非常手段を講じます。この目

的を達成するためには，行政機構を人間化 しなければな

りません。その基礎は，例え小さいでも ，活動的にして

正常な社会生活の機関として奉仕するに充分な，自ら制

御できる単位の上に置かれねばなりません。責任を分担

することは，そのユニットを団結せしめる根本的な要素

でありますから，都市に於ても，田舎にたけると同様基

本的権威と経済的責任とは，小さな自制約社会の権力を

超えてしまってはなりません。都会，町田舎の何れに住

んで、いても，その社会の構成は24時間 1 日のサイグノレに

合致するものでなければなりませんし，毎日換算するに

必要な時間の量は，すべて， 30乃至40分以上であっては

なりません。シカプ人や紐育人の中には，その人生の 8

9 年聞を，仕事のために，行ったり来たりして過すもの

があります。私共は，このことを技術時代の特殊な勝利

と考えることは出来ません。 自動車や飛行機の代りに，

私共は毎日のあらゆる活動を10分か15分歩いてゆける地

点に於てなしうるように，環境を組織しなければなりま

せん。出来うれば，働く場所も同様にしたいものですe

3. コアーについて

自らパランスを保つためには，自制j的な社会のユニ y

トに於て，商工業の区域を必要とするのみでなく，教育

，創造及び信仰の為め諸施設と共に，地方行政と，シヨ

ァピシグの為のセ y ターを必要とします。これらの，ど

の一つを忘れてもなりません。 これらの諸施設をもって

始めて，その社会ば，社会的接触を改善するよい機会と

都会生活を根本的に望ましいものにする見とほしとを持

つことでゐりましょう。僅かの隠遁者を除いて人間は集

団生活をする動物であり，その成長は健全な社会生活に

よって，常に促進され，改良されるものであります。個

人から個人えの感化の交互作用は食物の肉体に対すると

同様精神的発展のために不可欠のものであります。近現下

の人との接触が全くない都会の沙漠の中に只一人残され

れば，精神は緩み成長は止まってしまうのすあります。

私の研究の結果主，既に数年前に於て，次のような確信

を与えました。即ち，復興の過程は，新しい家屋を建て

る以前に，先づ，コミュニテイ ・センターを建てること



から出発すべきであるきと L 、う事であります。この中心

即ちコアーは， 社会の中に個人の立場をつくり， その

社会7こ対する誠意を発展させ，文化を培う所の基盤とな

弘ます。この社会のセ γ ターに人々は会合し，意見を交

換し，艮物をしそして遊ぶのであります。若し私共が

コアーの発展に努力すれば，復興を充分促進することが

できるのです。住宅はさけることのできないものであり

ますから，追加工事として徐々に精築 してゆけばよろし

いが. 公共体の中央機関であるコア ーは，大切な焦点で

らり，叉，その土地の風絡を生み出しがちのものですか

ら，先づ最初にそれを建てるべきでらります。そうする

と，その周囲に有機的に建てられた家に対して，恩恵的

感化を与えるでありましょう。先づ初めにコアーから出

発するところの新しい試験的な社会をつくるという，私

のいわゆる新しい。人生の経験川主，私共にとって，急

迫した要求なのて・あります。このテストに対して私共建

築家や計画者は，市民が，間もなく傍観者から参加者に

変るような感化を市民に与える新しL 、近代的な社会特色

を心に描かねばなりません。私は，かかる好ましい傾向

は，歩行者に先づ遜路の権利を取戻す為の運動によって

スタートするのが，最もよいのではないかと提唱するの

であります。アメリカの市民( 主 ，誰もが，時には運転手

となり，或いは，歩行者となるのですが，自動車や，そ

の運転手のために，万全の策が講じられているうちに，

そして，社会を苦しすに到った大きな自動車交透網を作り

上げる途中に於て，歩行者( 土ネグレグトされてしまった

のでまb ります《私はこの上に，自動卒から綴れて保護さ

れる，独立した交通網を作ることが必要であると信じま

すc このようにして，付加え られた，歩行者道路のパタ

{ γ は，待状のメイ γ ストリートではなく，美しい広場

を両端に持つものでなければなりません。芙処は，事が

入ることを禁じられ，公の意見の交換をしたり，社会的な

行事に参加したりするためにローカルセ γ ターとして役

立つ所の，一つのユニットの心臓部即ち，コアーなのであ

ります。このコアーに於て，取引やリグリエ{ ショ γ に

ついての，毎日の社会的交流や地方や世界のニユースに

関してのプシァプから，政治が根を張ってゆくのであり

ます。人間のスケーノレに応じた歩行者の広場は，住民に

其処に所属しているという誇りをもたせますc その コア

ーは，計画者が次の行動のためにぜひ必要な事柄，つま

り 一人一人が責任を分担し，良心的投震をし，叉，社

会を計画することに興味をもたせるようにしてありま

すc これが. デモタテイ' Y !T な過程を縫進するに最も需

要な機関である近代的な広場や社会のコアーを作るとい

う，私の熱心な言い分でありますとコア - 1主社会組織の

大きさによって，スケーノレが異って居なければなりませ

んe 限られた近孫{ 主! 茎のための小さなセ γ ターから始り

，町. 市，大都会の大きさと共; こ司その規模と性格は発

展し，斯くして，相互に相関聯して異る文化的重要さを

もっ，様々のセタショ γ の中に，一群のコア ーを持つに

至uるでありましょう 。

新らしいコアーは，古いものとは全く異って居りま

す。私共はこれを一挙に建てることはできません。それ

は成長しなければならないからです。私共は，ただ，基

本的内容をつくることが出来るだけでゐりません，人々

は，やがて，向身の生活の中にそれを耳主人れ， しかる後

に新らしい建物を追加するのであります。

今日筒存続している過去のコアーの中に，前時代の社

会生活を見ることによって，私共は，多くのものを学ぶこ

とができます。ペニスにある聖マルコ広場は，大宴会と

行列の場所であり，政治的文化的な集合の場所であり見

るだけでなく，利用すべきものであり，叉絶えまなくい

ろんな変った光景が永遠に美くしい環境を背景として繰

展け・られ，人々は幸福感にみちあふれでお互を見守り合

う，そうしづ場所だったのです。この広場は，西洋世界

に於てつくられた人造の環境として，最も美しい背景で

あり，人々の願望や可能性と，ふかいつながりをもった

創造者の優れた幻想の顕れであると私は信じます。この

宗石と私共の時代の断片的な発展とを比較してごらんな

さし、。私共に，不幸にして分離してしまった全体を一つ

に綴める新らしい合成作用を切に待望しているのであり

ます。その時に始めて，個々の人々は，新らしい信念に

動かされて，社会の中に統合されてゆくのでありますか

らの

4. アンバランスの釘正

プノレドーザーで均らした広漠たる田舎にどうして私共

は美しい街路も持ちえましょうか，建築作業をスムース

に行うために，樹木は伐り倒され，均されて，その後に

開拓者が何百という味のない小さい住居を一杯建てこめ

ます。これでは決して，社会7こは発展しないのでありま

す。野生の楠物や地勢の自然な不規則さは無頓着や，貧

欲や無思慮の為に亡ぼされてしまいますn 何故ならば，

普通一般の開発者は，土地を先づ，商品として認め，そ

こから最大の利益をかりとろうとするからであります。

私共が土地を先づ宗教的に愛し 尊敬しない限り，荒廃

は益々ひどくなってゆくであります。ここに於て，建築

家と計画老こそ，責任ある保護者として，このもっとも

貴重な所有者であり，そして自然のすみかである土地を

守るべく行動せねばなりません。土地こそ. 人間生活の

新らしい行方の為に，感動的な満足の源、泉として，保存

し利用しなければならないのです。私共が熱狂的に心血

を注いでいるこの行進の中にあって最も必要と思われる

ことは，どこにでも存在する再生のための源泉，即ち，

自然のままだという事なのであります。木々の下できっ

と都市生活者; 土，その香しされた裂を回復して祝福にみち

t  t  



た創造的な休憩を見付けるてとでしょう。

私は，建築家たるものは，私共が total archi t ect ure 

と呼んでいる将来社会を組立て るために， 非常に広いそ

して包括的な視野をもっ必要がある事を提唱するもので

あります。そして，このような仕事を全うする為には，

然愛者としての情擦を必要とするのであります。私はこ

こで，文明という 名の墓石の裏面に刻まれた，い くつか

の例証をお固にかけたいと思います。

之は無組織に作り上げられた1953年に於ける，アメリ

カ，デトロイトのー剖であります。そこで、は，住民に社

会と呼ぶに価する有機的なバター γ を与えようとする徴

候は見られません。紐育の St uyvesant 町は非常な密

集地待であり，このプロ y グの中に，多くの子供たちが

閉じ こめられてい ます。それは単にアバー トのひどい ょ

せ集めにすぎないものであ り，組織などはな く，そうい

う発展などは，既に始めから欠けていた所の，健全な社

会生活が決して発展することのないスラム衡なのであり

ます。人口が余り調密では，恐らく，多くは望みえない

でありましょう。将来のデモ グラティ : J ! 7な生活に於け

る，進歩的なリ Y ! 7 として形成しようという，住民の側

に於ける自然のイニシ r テイプは，大切な社会的諸施設

を排除しようとし、う企てによって直ぐに消え失せてし ま

うでありましょう。これらの建物の中 iこ，滅亡の芽は横

たわっていたので、あります。

ここに過去に於てなされた，設計上での罪の他のー伊J

があります。英国の所誇“ by- l aw st reet " は一時，進

歩的だと賞讃されました， 私はこの陰うつな設計が

“ m y  home  is m y  cast l e" という伝説によって印象

づけられているのを見つけ出しました。 このような町家

の計画により，イギリスのスロ ーガγ が親しみを失い，

滑稽なものになってくるのであります。

或いは叉紐育の近くのニュ ージャージイにまbる不整型

のパラ :J ! 7 地域を見てごらんなさい。電話ポールは，樹

木の代りをなし，生物を発育させようという試みはらり

ませんでした。計画者やデザイナーの想像は個々の家族

に単なる家事の道具を準備すること以上には達しません

でした。之は，工業的な組立住宅ではなく，手で建てら

れた家であることに注意願いたいのです。

今日でも，工業化された国に於ては屡々見受けられる

斯かる発展の途中に於ては，社会的考慮は払われず，煙

の多い工業地帯と生活地稽との区別はなく，木や庭もあ

りません。工業上の要求は人間のそれより上位におかれ

社会は，この近視眼的視野に対して大なる犠牲を払ばね

ばならないのであります。

過去をふり返ってみて，社会が未だパラ γ スを保って

いた工業化以前の状態を，いろいろと回顧し，調査する

ことは，誠によいことであります。南イ γ グラ γ ドのパ

ースは過去に於ける，よい都市計画の，私の好きな- { 9 IJ
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であります。可愛らしい空地に囲まれた之等，家族の家

が. 18世況の土地売買者と独創的建築家とにより ，一種

のスベ F ュレーシ， γ として建てられたことは，驚くべ

き事でまb りませんか。両者共， 人間の生活に対 して威厳

のある様子を見せているのでありますが，而も彼等は創

造的な考えに拘らず，多額の金をこしらえたのでありま

す。

紐育の近くのロシグアイラ γ ドに於けるティピカ J レ

な建物の発展は。都市からの逃亡。に伴う，投機的な郊

外の建物の，統ーのない成長を非常にはっきりと示すも

のであります。樹木は伐り倒され，みさかいもなく街路

や土地や家は追加されました。絶えずコ γ トロールして

郊外地域を維持しようというような，有機的社会の考え

を示すものは何もなかったのであります。 地域法

(Zoni ng l aw) は大都市に拡がる害虫に対する安全弁

ではなかったのであります。たいていの国に於ては，残

念乍ら私的にも公的にも， コγ トロールされて，よ くパ

ラシスのとれた社会的有機体えと，その発展を准しすす

めてゆくための法的手段が無いので、あります。

私共は，ただ単に， その仕事を続けてゆ く不動産業者

を責めることはできません。彼/ J ; 無軌道に走らないよう

にするのは，社会でゐり，叉，私共であります。来るべ

き復維な結果を予測するこ とができなかったので，彼等

の行手を阻むことができなかったのであります。救済策

としては，人々自身，即ち，私共で計画問題を民軍に理

解するように努めることであります。然る後に私共は，

適当な折合いをつけるべく，賢明に政府え圧力を加える

べきであります。 このようにして私共の一人一人が，潔

境を形成する為の道具となることができるのです。

住宅に関する私の活動のいくつかの例について

5.実例，. ( エレベー タ付〉高層アバートの例1930

ある土地に応じて選訳される住居型式は，土地の価値

と人口密度に関係します。土地の高価な都会地に於ては

アバートブロ :J t1 の型式は，住居に対する合理的な解決

法でらります。結論として，エレペ{ タ付の高層プロ y

F は. 3 .  4 階建の歩いて昇降する型式よりも良いもの

です。何故ならば，それは，プロ :J ! 7 の間にある緑の地

域のために，多くの費用をかけ，太陽のあたる面積を多

くする事ができるからであります。

6. 実 例 2. 独乙，ベノレリ γ 近郊の Si emens -

stadt :  Wal k- up アバート の例

併し，都会に於ても，若し土地の価値が，充分な広さ

の緑地稽をプロッグの聞に作りうる程の低い人口密度を

許すならば 3 . 4 階建の wal k- up 型式も都市の住居に

妥当な解決を与えううるものであります。

7. J ‘ 例 3. アメリカ， ピァツパーグ近郊の

Kensi ngt on: 一戸建住居の例



土地が余り高価でない郊外，若しくは，やや地方の地

域に於ては，庭のついている一戸建の家は，住居のもっ

とも混想的なものでありますc 他から隔離し，完全に，

それを所有しているという感じゃ，庭内を自由に歩き廻

れることなどは，誰もが喜ぶ財産でありますc 之は，ベ

シシノレパニアのアノレミニウム労務者用の家で，ゃっかし、

な坂のある敷地に，私が1941年にプロイヤーと協同で設

計建設したものであります。

8 実 ｾｊ＠ 4.  組立住宅

建築に於ける技術的進歩として工業的方法を用いた組

立家屋は，アメリカその他の国に於て既に実際に存在し

て居ります。人々は，全く革命的な着想として，それを

見て居りますが組立に関しての多くの経敏から 1910年に

実験を始めたのですが，私は，急激な革命的日支援を引起

さないように仕組まれた緩慢な改革運動として，それを

見るようになって来ました。建物のプロセスは，一方に

於ては，建築部財の工場生産と，他方に於てはこの様な

部材の現場組立に区分することが出来ます。私は，家全

体ではなく，建物の部材が工場生産されるという傾向は

次第に高まってゆくものと信じますc 力を注ぐべきとこ

ろは此処であります。何故ならば，人は常に人生と全く

逆行する機械化を嫌悪するものでありますから，極端に

細分された結合のため，競争の立場にある建築工業は，

先づ建物の構成部分の標準寸法の数量を滋らすことに同

意しなくてはなりません。デザイナーや建築業者は，そ

れらを/ / 積木の箱。として自由に組立てることでしょ

う。交換の自由にできる構成笥財は，無限に変化させる

ことができ，文，全く異る外観と大きさの個 4 の住居に

っくり出すことができるのです。

9. 実 例 5. 交換のできる構成部材

交換のできる構成部材がどういう意味をもつかと L、う

例証として ，ここに耳互換えのできる同じ基本的部品をょ

せらつめて作った一組のティ ーポ y トがあります。私は

1922 年に解決すべき課題として，パウハウスの陶器工

房に之を与えたのでーあります。低価格と，種々なる外観

の二つを併せもつこれと同様な交換部材の方法を私は建

築 iこ於ても予測するのでゐります。私( I ，建築家でありま

すから，諸君( 主，私から新らしL 、環境を形成する芸術的

趨勢について，叉，どんな機械の力をその工程に於て用

うべきかについての言明を聞きたいと思って居られるで

ありましよう。

10. 標準化について

若し私共が過去をふり返ってみれば，朗らかに形の表

現の共通性と，個々の変化とのこつが共存するという奇

妙な事実を発見するのであります。よい標準型を再現し

ょうとする願望は，社会の仕事であるように思われます

し，叉工業化の衝突以前に於ては，ずっとそのとおりだ

ったのですp このような標準の型と L 、う考えは，それを

つくる方訟が手道具であろうと ，機械であろうと，それ

には関係がありません。また将来私共の家が，標準化と

組立てによって支配されることを恐れる必要はありませ

ん。と言レますのは，今日機械でつくられた多くの日用

品が自由市場で競争しているのを経験している如く，自

由市場の自然な競争が，建物の権成部材の個別的種類を

維持してゆ〈でしょうから。文明の機械化前の時代iこ於

ては，広く再現された標準の型が鴎諸なく受入れられた

のでありますc この様な標準化は生産の方法と，生活の

方法とから生れてきたものであります。

機械のみによるデザイ γ の繰返しは決して標準をつく

りません。何故ならば標準型というものは，むしろ非常

に多くの個 A のもの，総合を意味し，嘗ての農家に於け

るような問題の解決7こ貢献するものだからであり ます。

過去の町の療準型は技術と想像の良い混合，むしろ両者

の完全なる一致を示しています。これこそ私共が再び努

力すべきものなのでゐります。

之等の姿はその時代と 地方とを特色付ける所の共通分

母を示すと同時に荘厳でゐり，叉生々とした極めて個性

的な変化をも示して居ります。

産業革命の時代には，建築が社会との接触を失った為

に，只審美的な目的のものとなってし まったのてーあり ま

す。建物の外観的装飾lま有機的な近礁のバタ ー ν の中の

一つの単位として随所に用いらるべき表現として発展し

ないで，附近の建物と競い合うように工夫されたのであ

ります。共通分母を探究する代りに，異ったものを強調

することは，建築家の最近の傾向であります。建築に於

ける新らしい哲学は，人間と社会との要求の優れている

ことを認め，その要求をみたす為に近世の手段として機

械を受入れています。私共は簡単な組立建築の要素( 1，

用と美と両方に仕えうるものと硲信して居り ます。

併し，若しこれらのものが絶えずチェツタされ，更新

されなければその標準は無力なものになってしまいま

す。過去の標準にマ y チさせるように毅みることは無駄

な努力でありますc 私共が賞讃し描写しようとする偉大

な時代は，丁度それが同じ古い建物の上に増築されたよ

うな場合でも，決して過去から借りてきたものではなが

ったので、あります。伊太利のベノレガモにあるこの教会は

建物の一寸した部分にロマネスグとノレネサンスのバ ー ト

を用いて居ります。

11. total  archi tecture 

さて現代建築の特色は何でありましょうか。私の仕事

の例をいくつかお自にかけようと恩います。

F a酔 S 工場 1910 
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独乙ケノレ>' ， グェノレググ γ ド博の事務所及工場 1914 も役立つ生物学的文化的要素を准進する有機的社会を作

11 デ y サウパウハウスの建物

T otal  Theat r e 

嘗ては地球の重心の法則を強調 したのに対して，今日

の創造的な建築家は外観の軽快さを創造する新しい建築

技術を誇ら しげに応用します。 rcan t i l ever J の建築部

分と fhover i ng sl abJ とは，重力の法則を否定してい

るように患はれます。全世界に向って開放感を伝える為

に，彼等; 工様々な必要に応じて自由に開聞のできる広い

窓面を作ります。 室外の居住空間と融合した室内は，新

らしい仕事として斯様に作られたのであり ます。空間は

浮動するようになってきました。

近代建築を単なる合理化運動とみなすことは，馬鹿け

た事であります。そうではなくてその創始者は，計算に

よるより寧ろ創造的な近道を用いて感情と技術との取合

に向ってカを注いだのでありま す。それをイ γ ターナシ

ョナノレと呼ぶのも同様に馬鹿げた事であります。ワシ γ

トγ のナショナノレギ + ラリ ーに於て， 。ィ γ ターナシ笥

ナノレ犠式。と私が称するー吻j を見られるでありましょう

が，私はその中に本当の建築の例を見ることが出来ませ

ん。それはむしろ考古学の応用にすぎないのでありま

す。そのデザイ γ はギリシヤから借り受けたもので，世界

のどこに於ても見ることの出来るものであります。これ

に反して ，近代建築家は自分が属する地域の固有的な要

素から追求を発展せしめるよう試みることであります。

創造約技術の影響を強く受けたモダ γ な建築物の表現

を私共はよく見かけますが，新らしい建築は建物の骨組

から成長するものであり，その要素は元来装飾的なもの

ではなく，本質的なものであります。

Esder s デパ ー ト Par i s P err et 設計

飛行船ホ ール :  Or l y :  Fr eyssinet ( ブラ γ ス)

ツ F イス ドーム : ドイツ

Round House  for  engi nes:  Bet hune ( フラ γ ス)

Exhi bi ti on  Hal l  &  ha ngar  const uct i on Tur i n 

( イタリ ー) Ne r vi  

Mas s ac husetts のグロピウス邸 : ( アメリカ)

Bel mont の邸宅 : Massachuset t s :  T  A C  

Ha r ver d  Gr aduat e Cent er :  Cambr i dge  ( アメリ

ヵ) :T A C  

McC ormi c k  0 伍 ce bl dg. のモデル ( シカコザ〉イリノ

イ州 T _-1. C

Boston  Cent er のモデノレ: Bost on， Mas s achusett s  

T A C  

現代建築は使用される技術方法よりも$ ろ近代建築が

そこから成長してくるべき新らしい精神にその基礎をも

つのであります。この新精神はその建築的表現を新らし

い生活方法から導き出そうとして居ります。従ってその

根源は社会的な性質をもつものであり，人類の発展に最

14 

り上げることを意図したものでありますc

。哀の近代建築 。に関する私の見解は，主として美学

的，技術的，経済的な各々の観点から考えられたもので

あ り，一方的な買献を排除するものであります。という

のは，之等三つの総てを達成するということは近代建築

の本質なのでありますから，若しこれが再び有機的な実

体となれば，それを以て私共の近代生活の本質的部分 ι

する必要もない訳であります。

このように見てきますと ，機械製品ゃ。ハンマ ーや釘

。などが近代的な建築物に使用されているかどうかの問

題は単に二義的な重要さにすぎない事は明らかでありま

す。何故ならば技術は，近代建築の精神に従属しなけれ

ばなりま せんし， 叉地方の諸条件の上に根底をおかねば

な らないからです。若 しデザイナ ーの精神が本当の近代

感覚に欠けて居れば，最も進歩した機械で作った部品を

使用するとしても，そのデザイ γ を真の近代建築とする

ことはできないのでゐります。これに反して，たとえそ

れが古い機材や工法のものであっても，本当の近代精神

をもった創造的建築家のタ y チに よって生気を取戻し新

らしくなるのであり ます。

雨もりのない屋痕を持つこと泊2幸福な生活のための最

も重要な要求であると考えたがる建築家があります。併

し私共は例え雨が降らなくなっても，それは必古しも幸

福な人聞の気候を創るものではないことをずっと以前か

ら気付いているのでありますっ

でありますから，私は私の基本的な信条を確認したい

と思います。即ち美の創造，価値と標準を作り出すこと

は人類の衷心からの願望であり ，そしてそれは慰めの満

足より以上にもっと深く永続的に人類を動かすものであ

るということであります。雨も りのない屋根を蔽いのな

い幾百万という人々の頭上に置こうとする日々の斗いの

中で私共は，このことを余りにも易々と忘れてしまって

いるのであります。来るべき時代の建築家のイ γ スピレ

ーショ γ は彼等を導いて既に行きわたっている所の見栄

を張った個人主義えと到らしめるよりも寧ろ，全体の為

に共通した表現をとらしめるであろうことを私は信ずる

ものであります。そうすることにより，建築は再び私共

の人生にとって不可欠なものとなるのでありましょう 3

最も端的に申せば，建築l主有形なものを遥して無形な

ものを表現する，ダ、イナミ' ; J tJ な巾を持たねばなりませ

ん。芸術家の創造的行動によって，建築物のうちに内部

の材料が生命をもってくる時に於てのみ夢と精神的斗争

に対する人間の殴ー望とが，その物質的な喜びの充満を遥

かに超越して満足されるでゐりましょう c そうすること

により，和、共は美しい環境の創造の為に一歩を進めると

いいうる，真の建築つまり私の所謂 tot al archi t ect ure 

を経験するのです。 (終〉



東 京 に お け る グ ロ ピ ウ ス

5 月19日 6時30分暮色せまる羽田空港に，南の空か

らノ ース ・ウエスタ y D C 4 が，ふわりと着陸した。は

じめから数人目に，写真で見るように蝶ネグタイをした

紳土が夫人の腕をささえて降りて e-t.ょっ考えれば，なが

く待ったグロピウ ス夫妻その人であった。ス匡手続に30

分余りかかつて，グロピ ウス教授; 工 ロピーに出て来た。

なん年ぶりかに会う出迎えの蔵田，山脇. Ｗｾ 谷，山口氏

等の顔には，パウハウ ス時代の彼とくらべてか，ース感

慨深いも のがあるかの ように見うけられた。萩氏の通訳

で新聞記者との会見があ り，その後帝国ホテルに向 い，

おつかれの綾子なので¥ い ろいろの話は朗朝と いうこ と

にして，一向帝国ホテノレで別れた。

5 月20日正午，芝のハシニヤ苑で毘際文化会館主催の

午餐会があった。絹糸のような小雨煙る庭の禄に，そ し

て大きくあけ聞い た日本座敷の美しさに，大変心うたれ

たらしく，自分の在日第 1 日にこのような美 しいところ

に招待されて，非常に感慨深いものがあるといって大変

よろこばれていた。在京第一日箸の使い方を習う 。なか

なかう まく ，すき焼を食べるることができな・くて，おな

か( 土一杯にならなかったらしい。

5 月21 日，国際交化会館でグロヒ・ウス教授を交えて，

今後のプ ログラムをねる。

5 月22 日，建築学会の年次大会の第 1 日，東京会館で

学会の コシ親会兼グ ロピ ウス教授歓迎会を開 く。石井会

長の歓迎の挨拶の後，グロピウス教授立って， 円本建築

の開放性，畳の モジュラ ー ・コオディネイシ ョγ を訟え

たっ伊藤部会長，岸田教授，山田守氏の歓迎挨拶がらつ

ゅー

，、ーつ

5 月23 日，国降、文化会館理事長般本章治氏夫人の案内

で，2建屋寺に，E築千家のお茶の会にまねかれた。

5 月24 日，神田，共立講堂で訪演会をひらく，会衆実

に5000人を越す。入場を残念ながらl切るものもでる覆の

成功で為ったラ佐藤武夫氏の紹介講演. 小池宮庁二氏の通

訳によって，グロピウス教授の 「建築家と環境」 とし、ぅ

スライド付の講演があった。 グロピ ウユ教授としても，

こんな大会衆に講演したのは，さぞかし初めてであった

ことだろう 。 日本に建築の学生の数の多いのに驚いてい

たっ

5 月25 R. 国際文化会館で，小休文次氏のスライドで

グロピウス教授に一応の岡本建築史概要の説明をしたっ

5 月26 日. N H Kの教養大学・のプログラムとして，教

授の「パウハウスと私の考え方」 という講演を小林文次

氏の解説で録音したっ午後は水谷武彦氏の案内で医立博

野 生 司 義 章

物館に行くっ娩i主ハ ーパー ド・グヲ プの晩餐会に招かる

5 月27日，上野の芸術大学で工芸関係の集りがあり ，

工芸作品の陳列を見るつ

5 月28日，通産省の工芸指導所を訪問すご近所の名も

ない祢社に教長( 1興味をもって，写真を数多くとるつ

5 月29 日，たまたま在京中のペ リヤ γ 女史に招かれて

週末旅行に銚子に行 く，西欧文化に汚されていない農村

漁村を凡，日本の田舎旅館で浴衣た来たこ とを，こ よな

く喜んでト， その後もよくこのと きの誌をしている。

5 月31 円，柳宗悦氏の民芸館を訪問，柳氏，バーナ{

ド・リーチ氏と懇談す。夕方は山脇邸に招かる。パウハ

ウス時代のおもかげ濃く . 20年も前から写真でこの家は

よく知っていると大変上気燥で- あった。

6 月1 日，前川，主反倉，吉村 3 氏協同設計になる国際

文化会館建築用地を視察すっ

6 月3 ヨ，観世会館新築記念の能を見学?

6 月4 同，歌舞授を見学。

6 月5 日，建築さ学会主催の講演会，国鉄労働会館で開

催，会衆 500余，入場制限で六部も めるC 萩氏通訳でス

ライド付の 「デザイγ の科学はあるか」の諮演あり ，主

として祝覚の問題をとりあつかった。

6 月12 日，国立近代美術館主催のグ ロピウ スと パウハ

ウス展招待日に来場，パウハウ ス展として未だ曽つてな

い最良の展覧会だと激賞，思い出深そうに感激 してい

た。 日本にパウハウ z 参考資料の豊富にあるのに驚いて

いた。午後同館講堂で，小林文次氏の通訳で「パウハ ウ

スの考え方」という務演をした。

6 月14日，日本間互銀行本居，中央厚生年金病院を視

察，大吹本社に 「七人の侍」の奏活版の試写を見 る。夕

方は在日建築家の会である極東建築士会の晩 餐 会 に出

席勺

6 月15日. jt L持，渡辺，柳氏の案内で竹細工場，桑沢

工芸学主交を訪問すっ

6 月16 R. 吉販，市川. s笠氏の案内で. ｾ廷の筒等 ス

ラム衝を視察す『

グロピウス滞日歓迎委員会の出来 るまで

昨年11 月，冨際文化会館から突然手紙が来て，グ ロピウ

ス教授が 5 月iこ来朝するので，歓迎委員会をつくりたL 、

から参集してほしいとL 、ってきた。私たちは勿論この世

界的建築家が来る知らせ; こ，よろこんで集った。グ ロピ

ウス教授の来日必ロ y タフエラ ー財団の援助により ，国

際交化会館の知的交流プログラ ムのーっとして突現する
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ことになった。最初に集った 8 人の建築家は，多かれ少

かれ，グロピウス教授となにか個人的なつながりのある

人々であったが，教授の訪日プログラムを成功に導くた

めには，個人的な敬愛の情だけでは，どうしても不充分

なので，全国的組織網をもっ白木建築学会に援助を求め

ることが最良の策だということに衆議一致して，国際文

化会館理事長の松本軍治氏から日本建築学会会長の石井

径氏に協力かたを申入れた。かくして国際文化会館と日

本建築学会との合同委員会が出来て，蔵国周忠、氏が委員

長に選ばれた。

委員会はきらに，いくつかの分化委員会に分れて，実

行方策を練ることにした。

グロピウス楕; 演会

グロピウ ス教授の講演会はどんな風に計画。したなら

ば， より効果的で為るだろうかと考えてみた。まづグロ

ピウスの英文がかなり難解なこと，次に誰が通訳するか

という具体的な問題をよ〈考えなければならない。概ね

英語の達者な人は日 本語がまづいし，かりに日英語共に

達者であっても，建築のことがわからない。叉言葉が出

来て建築がわかっても，もし講演内容がひどく学術論文

的であったなら，通訳はほとんど不可能に近く困難にな

ることなどが容易に予想される。教授のためにも，聴衆

のためにもよい方法というのは，予め何んとかして，グ

ロピウス教授からタイプした講演原稿を送ってもらうの

にしくはないと考えられるので，早速その旨を教授に手

紙で連絡した。教授も その主旨を非常によろこばれて，

5 つの原稿，シ γ グノレスペーシ γ グで75枚もの長文の原

稿を送って来た。そのうちの 2 つは原文だけで，ゅうに

2 時間もかかる程で，通訳をつけたら 4 時間にもなって

しまうがどうだろうかと問い合せてきた。それで私達は

通訳は半分程度に省略して，その代り原文のテキストを

発行するという方法をとることにきめた。それでも 75枚

のタイプ原稿は，ひとりで，ゅうに 2 月は翻訳にだけか

かるので， 5人にわけて翻訳をし，さらに半分に抄訳す

るこことして，まがりなりにも期日に間に合せることが

できた次第である。かくして，通訳という特殊熟練工の

世話にならず，そして，日本の皆様に，教授の講演の大

意を大過なく，おったえできた次第である。教授は講演

に異常な位熱意をもっていることが，来朝後わかった。

というのは，これらの講演はすでに何回となく彼のやっ

たものにも拘らず，必ず毎講演の前に夏めて黙心に準備

してその土地の実情によって，新しいことをつけ加えら

れた。

グロピウス・パウハウス展

グロピウス ・パウハウ ス展は 6 月12日から 7 月4 日ま

で国立近代美術館でひらかれた。この展覧会がひらかれ

16 

るに至ったイキサツは，ア ーキテ P チュラノレ ・フオラム

誌に教授の70才誕生日の祝賀会がシカプでひらかれ，同

時tこグロピウス展も公開された記事がのっているのを見

た私は，なんとかして，この展覧会を日本にももってき

て，教授の訪日計画をより有意義ならしめたいと思っ

た。それで教授に私信で，その意向を知らせたところ，

こちらからの正式公文書もないのに，早速教授はその時

プラジノレに行っているb 移動喪をすぐ日本に送るように

手回してくれた。ピ' / !t リしたのは私達委員連であっ

た。この移動畏がどの程度のものかも知らないので，展

覧会開催に要する予算の算出さえできない程であり，ま

してや予算の目 当などなく， 非常にうれしいながら一寸

マゴツイテし まった。早速何とか予算をたてて， ロ y グ

プエラ { 財団に交渉 したところ，多少手間どったが承認

をえて，今度は近代美術館に会場の交渉をし，これも同

意をえた次第である。開催約 1 月前になって，この移動

震だけでは美術館の 1，2， 3 階の全床面積をしめるのに

は少々足りないというので 1 階と 3 階をグロピウスに

関連あるパウハウス畏でうめたいとい 5希望意見が美術

鎗側からでナょ。しかし私たち委員の聞で‘ も，はたして 1

階と 3 階をうめるだけのパウハウスの資料が 1 ヶ月の短

期日に集め展示計画がたてられるかどうかは，甚だ疑問

であった。とにかく展覧会のための特別委員会をひらい

て，討議した結果， 山脇，水谷両委員の異常な殺意によ

って，パウハウス展を同時に開催しようという結論に到

達した。この時私はやはり，ほんとのお弟子さんという

ものの美しい先生に対する愛情を見たような気がして感

激した。グロピウス展はどちらかといえば建築を主とし

たものなので，パウハウス展は出来るだけデザイ γ 一般

にひろくわたるようにしたいという意見から，美術評論

家でパウハウスにくわしい，勝見氏を委員にむかえ，勝

見，山脇，水谷，野生司が展覧会委員となって， 1 ヶ月

の聞になんとか展示の計画をたてたc Ｑ ｾＮ 皆は水谷氏によ

る「バウハウスへのみちしるべ」と題する序曲的な美し

い展示にはじまり， 2 階はグロピウスの移動震であり ，

これはM I Tのケ y ペス教授が移動展用に設計したもの

を小生がただ会場に合うように配置しただけである。そ

れに蔵田氏が武蔵工大の学生を動員して，パウハウスの

模型をつくって出品してくださった。 3 階は勝見，山脇

両氏の合作でパウハウスの各部門をよく解説した. すば

らしくよくパウハウスのフ γ イ気をうつし出した展覧会

となった。なお遥産省の工芸指導所がパウハウスでデザ

イγ された種々の椅子を出品してくれた。開会の当日グ

ロピ ウス教宮御自身見に来られて，目をうるまし，鼻を

くすませて，感激 して，自分の今まで寸こ見た一番すぼら

しいパウハウス展だとほめて下さい，愛情だけがこのよ

うな展覧会を可能にするといって下さった。そして展覧

会第 1 日の午後にはグロ ピウス教授の「パウハウスの概



念」とし、う講演が小林文次氏の通訳であって，盛況をき

わめたc

グロピウス木場をゆく

1 日，萩委員，松本氏令息と私で教授を深111の木場に

御案内した。川に浮ぶ輸入材の巨木の筏と材木問屋の前

にならぶ，内地材 の細い心持材の比較，そしてその違い

によっておこる建築工法の必然的な相異などを説明し

た。それから銘木屋の底に入った。すると今までの説明

が，皮肉にもあだかも，まるきり嘘であるかのように，

椅の大木からとった床板などに驚き，その他床柱，天井

板，棚板の一つ一つに目をみはり，一つ一つを手でなで

て，日本建築が如何に木に深い愛情をもっているかを理

解した模様であった。その帰り途ついでに，建具屋の工

場も訪れ，全く手作業による建具の工場生産を見て，日

本建築には手作業のうちに工場機械生産の可能性を内包

してい るといい，あだかも教授の手と機械に関する日頃

の意見の正しさを立証しているとよろこんでおられた。

叉その近所にある小さな土管屋の前に立って，土管， 煙

突，コ γ グリート流，溜捗樽の安価な既製品を見て，日

本では庶民建築においてすでにすべての部分が親絡化

し，プリファプされているのは素晴らしいと大よろこび

であった。少しくほめ過ぎられて私たち恥、しくなり，い

やそれ程でありませんと，教授に過大評価されま.せんよ

うにとお願いした。

私のみたグロピウス

この度のグ ロピ ウス教授の訪日に際して，いろいろの

折にお伴して歩いてみて，感じたことを断片的に議いて

みたいと思うが，これは全くの私の見たグロピウスで，

「目本建築会議結成準俗の動き」

正確の程は保証いたし難いものである。グロピウス教授

はへ γ タツなガ γ コ親爺だと思う c 私のようなナマケ者

はグロピウスに直接教えを受けないでよかったと思っ

た。なぜならば，あの神経質な程のへ γ タツサで毎日 叱

られたら， fAなどは， とっくに神経安弱になってしまっ

たでしょう。朝から晩まで( 奥様の説によると寝ていて

もj アゴのわきの筋肉をいつもピグピグ動かせ，目をむ

いて，建築の話ばかりしている。そして建築の話といえ

1;( ，モジュラー ・コオデイネイショ: . - ' ，コモ γ ・デノミ

ネイタ{ が必ず出て来なければ，終にならない一徹振り

で為る。社交性に非常にかけていて， 5 分間{ 立のユ{ モ

アのゐるテ ープノレ・スピ ーチが絶対苦手らしく，テープ

ノレ ・スピ ーチは極力断り，万止むをえない場合には，ち

ゃんと準備をして講義ばりの挨拶をする寝かたくるしい

野暮な性格の持主である。この野暮な一徹な性絡を裏返

しにして考えて 見ると，建築の大義名分をはずさずに，

一生をかけて，ジアグリとトータノレ ・アーキテグチュア

えの道を歩むグロピウス教授の姿fこ変ってくるものだと

私は信じている。限りある人聞の能力を無駄なく，自分

の目的のために傾けて ，必至のたゆまない努力をしてい

る，巨人の姿を私11発見したような気がして，私は非常

にうれしかった。グロピウスの場合は，タウトのように

は日本建築について， 多くを語らなかったが， それで

も，全く目新しい日本建築に魅せられて覚めすぎている

ような気が私にはする。その反面，欧米一辺倒の，浮草

のように根のない，我国のデザイナーに，伝統という尊

い，文化遺産を正しくひきついて新しい発足をすること

を教えていったことを私は感謝している。

( 筆者 野生司建築設計事務所)

すでに，いろいろな建築関係の雑誌、に報導されているが r総評会館建設」をめ ぐって，同会館建設協議会が 2 百

人の建築技術者を結集して民主的な設計方式を打ちたてようと努力している。この動きを通じて，いままでの個人的

スタシドプレイによる設計をやめて，建築家・技術者と建物を使用する人達，建設する労務者との民主的討論によっ

て共同設計，民主的な建設方式をおこなうため( それだけに限らない) ，更に広く全国的に呼びかけて r日本建築

会議」を結成 しようとその準備が進められてい るC

杭

I ! t 明. 及ピ防潮

鴛上、& 土地帯

に於げる実演茨

進呈

I- ) t 智式鉄筋混凝土抗基礎工 l  

特 許 | 日信三角現鉄筋混凝土枕基礎工 |  

1- コγ ボジツト 、メイル( 長尺継枕) 基礎工ー l

測量・地質調査・地面甘カ測定施工

特 砂 利 充 填 に よ る 特 殊 施 工 法

長支持力強大。工事迅速。工費低廉

株 式 会 批 武 智 工 務 所

取 締 役 社 長 福 留 並 喜

大阪市西区西長郷北通四丁目をO 細野ピル三六号

電 話 新 町 ⑧ 九 九 五 ~ 九 九 八 番
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近 畿 地 方 に お け る グ ロ ピ ウ ス

一 一 ー そ の 日 々 の 足 ど り に つ い て 一 一 一

J  11 よ 貫

廿枇『氾にあらわれた偉大な建築家として吾 h はブラ ν

ダロイド ・ラ イト，ノレ ・コノレ ピユジェ，そして此の 2 月

になくなったオ ーギ、ュス ト・ベレーの名とともにワノレタ

ー・ グロピウスを挙げることができる。これらの人々に

まみえることは夢に等しいことと恩われたが，そのうち

のーみであるワルタ - . グロピウス惇土にはからずも接

することができ， しかも博土の関西旅行にほんの少しで

はあるがお手伝いすることがで‘ きたことは私にとってこ

の上もない喜びであった。

グロピウス博土が日本に来朝されたのは国際文化会館

の日米知的交流事業のーとして知名人の日本招請に応じ

られた結果であるときいている。そして博士はオ ース ト

ラリヤを経由して 5 月20日に日本に到着されたのであ

る。グ博士の日 本滞在中の旅行日程は国際文化会館と日

本建築学会両者の共同によって計画された。 し か し 関

西における日程は日本建築学会近畿支部に一任されたの

で，学会支部では日本建築協会，近畿プロ: ; t >' 連合建築

土会，朝日新聞社等に相諮って，これら四者合同による

グロピウス博士歓迎合同委員会を組織することになり，

この委員会において諸般の歓迎準備がす L められた。委

員会でとり上げられた歓迎行事は主として 3 つに分たれ

その各々に小委員会が設けられていたっ

ｾｮ ち ｡ 一般講演会小委員会( 協会が中心となる〉

b. レセ y プシ ョγ 小委員会「土会〉

C. 見学・案内・小会合小委員会( 学会〉

これらの小委員会で各々数回の会合を聞き，学会，協

会，士会より選出された委員によって一応の結論に達し

たわけであるが，グ博士の東京到着後，博士の希望によっ

てレセ y プシ ，. Y や小会合は取止めることになり，いき

おい合同委員会の仕事は一般講演会と見学，案内に主力

がそ与がれた。したがって，グロピピス博士歓迎の公式

行事は大阪で開催された寸支講演会のみとなり，合同委

員会として関西に在住し博土に関心をもたれる多くの人

々に公式に提供できた接触の機会はた Y 一回にしかすぎ

なかった。小委員会においては博土を囲む座談会を2- 3

団関くよう計画し，そのためには多くの方々の御協力ま

でいた r いたので、あったが，博士自身の希望もあり，ま

た博土に図本の自然，社会，そして芸術により多く接し

ていた r く機会を多く提供することを考慮して上の計画

を中止したのであった。この機会を利用して，改めて御

了解を求めるとともに計画に多く御協力下さった方々に

御礼申上げる次第である。

18 

博士の関西旅行の期間は 6 月6 日京都の地に第一歩を

下されてから 7 月23日東上されるまでおよそ 2 ヶ月に及

んだ，今，ふりかえってその聞の日々の博士の動ぎを記

してみよう。博士は東京到着後，まず京都を見たいとの

強い希望をだされたそうで，東京の関係者が組んだ日程

では 6 月17日に来られることになっていた。それが10日

も早< 6 月6 日に京都入されたわけで，官事土が来日前よ

り日本の， しかも関西の地に如何に強い関心をもってお

られたかが祭せられる。また博土は日本の芸術に予備知

識をもっておられたらしく見学に際しては前以て注文が

出されたの例えば西本願寺飛雲閣の柳を函いたプスマ絵

或いは大徳寺家光院の狩野永徳の筆になる松を函いたブ

スマ絵等を見せるよう催促されていた。

6 月7 目。京都御所， 11山洞御所の拝観から博士の見学

がはじまった。博士の見学のやりかたは一般の外人のそ

れとことなり，案内人の説明をき L そして見てまわって

終るのではなくして，まず自分が充分に観察してその結

果生じた疑問なり質問を同行した人にきくと云った態度

て、あった。 8 日は桂 9 日は修学院の両離宮を森慈博士

の案内で拝観された。この折の感想を 6 月15日付朝日朝

刊紙上に述べられている。そのとき仙洞御所の建物につ

いてふれておられるが，こ与ではその庭園をみていた r

くために案内したので・あったが，その建物は御所として

は比較的新らしく造立されたものであって建物の様式と

内部の家具誠度との不読和を指適されたものも思いがけ

ぬことであった吋

6 月10 S ，東京における国立近代美術館での「グロヒ・

ウスとパウハウス展」が 6 月12日より開かれるので，そ

の開場式に出席のため一旦東京に向われた。

6 月20 R ，名古屋，伊勢を経て再び入洛された博士夫

妻は，翌21日早速，竜安寺の庭園を見に行かれた。こ L

で博士は印象を強くうけられたらしく，終って庭園の突

iJ! U図を入手したいと希望され，そして次の夜の大阪での

諮演にその感激の一部をもらされたりしていた。

6 月22日夜。大阪ガスピ J レ2 階講堂に開かれた講演会

に出席っこの日は午後より雨が降り出 して聴衆の出足が

気づかれたが，非常な盛況で，午後五時の開場時間前に

長い行列がつずき，開場と同時に満員となった。そして，

多数の人が入場を謝絶されるようなことが起きた。 委員

会での予想では案外務きに来る人は少いのではなし、かと

言われていたが，それは見事に裏切られた。

会は日本建築協会尾崎理事の司会によって始められ，



戸ｾ

ｾｬ ロピワス氏と Ｑ 品演会実行委員

右ょっ尾崎、グロピウス、 1駅員、中西の缶氏

国際文化会館を代表しての. T.  Bowl os 氏のあいさつ，

大阪市大教授滝沢真弓氏の紹介講演があって，愈々博士

が登E置された。萩正勝氏の解説によって 1 ライドの映写

をともなったところの「社会生活と現代建築」と題しお

よそ l 時半の長時間にわたって話された。講演内容につ

いては別のところでふれられると忠、うので省略さ せてい

た r く。この日に備えて準備にあたられた関係者各位に

会が成功裡に終了したことは非常な満足を与えたと思わ

れる。多くの人々の努力に改めて感謝する次第である。

翌23 日は朝日新聞社の揺ぎに応じられて大阪市中を見

学され，その折の感想はまた 6 月25 日付朝日朝刊紙に特

絡されている。つずいて24 日より京都の古建築や庭園の

見物がはじまり，大徳寺に，鹿手E寺に，そして苔寺に森

博土の案内で観賞されたっ

6 月27 目。京都アメリカ文化セ γ タ{ の主催による懇

談会が同セ Y タ{ に聞かれ，建築や工芸の関係者，そし

て京都在住の外人達を集めて，博士は「パウハウス私

見」と題して小務演をされた。終って参会者と懇談され

ている。このときの講演は来日早々，小林文次氏の解説

でN H K全国放送で話されたものと同一内容のものであ

る。

6 月28目。西本願寺を訪ねられ，この日は能淡の金剛

の厳にされたようであるの 4 円は大津に赴かれて，閏城寺

の勧学院や光 ｲｴｬ 院のＺさ阪を見学さｾ e，これらの主殿系書

院造の典型に非常な関心てど寄せられ，その見学をよろこ

ばれていたそうである。最近，この正 ｾＧＱ 院の客殿を縮 小

した建築か吉本. 111慎三氏の設計によってニューヨ{ グの近

代美侃館前庭に公開展示されたη 近i普アメリカの hous e

Ｋｨｯｭ･ｾ 志 Ｈ ＱＹＵ ＭＱ， 6 月) はこのことを報じ，そしてこ

の建築を詳して日本においては既に 300年も前に最近の

建築傾向に照応するすぐれた手法が行われたと伝えてい

る。数多くの我国のすく' れた建築を観察されたタロピウ

旦先生がその成果を建築の上に今後どのように生かされ

るか大いに期待したし、。以上でもって予定されていた京

都における見物を終えられて，博士は 7 月 6 日朝，広島へ

の旅に出発された。途中，倉敷に一泊，そして岡山のミ

宇ガ γ 大学日本セ γ ター訪問を経て広島の講演会にのぞ

まれた。

7 月11 日。広島より京都におかえりになった博士は直

ちに奈良に向われた。 12 日，旅のつカ・れを nめ， 13 日よ

り古都の見学をされている。. 13 日は法隆寺をおとずれ，

竹嶋修理工事々務所長の袋内で寺内を見学，そ して中宮

寺に美しし、弥籾の像をたずねて居られる。 15 R は西の京

の薬師寺，唐沼提寺， 16 白は東大寺をそれそ' れ浅野滑降

土の案内で見てまわられた。 16 日夜は京都紙園祭の宥山

で，京都に戻られ， 17 日は鉾ゃれの市中巡行を見物され

たので博士の見学プログラムに異彩を加えた。

7 月20 日。洛北の賞船や大原に燥2哀を訪ねられてい

る。博士はこれらの庶民の住宅にも関心をもたれてい

て，先に伊勢においでになったとき漁村を訪ねられたそ

うである。が，京都におけるプログラムの最後に農村を

おとずれられたことも一段とその印象を強められたこと

であろう。そして， 23 日朝，関西におけるーさいの日程

を終えられて東京へ発たれた。

以上たど | 専土の日々の足取を記したにすき.ず，その言

動については常に同行されていた白石先生の別の稿を番手

家を訪ねられて能面や衣裳の見学・に打ち興じられた。 30 照していたどきたL ・o 1954. 8. 20 記

日には藤原主主_ k y 土の祭内で二条抗での殿舎をみてまわ ( 筆者 京都大学建築学教室)

られ，このところ遠目見学がつずいた。博士は輿にのっ

たときは非常に黙心に見学されていて，尽の食事カ: 正午

をまわって 2 時ゃ 3 時になることがしばしばであったと

きいている。あし、に くと時i艮か梅雨の季にあたっていた

ので，見学: に外に出られたときは大部分が雨降りの日で

あったのもお気の様であったの連日の見学に疲れられた

博士がホテ ノレで休養される同に限ってと きたま雨が止ん

で太陽が顔を出すような皮肉なことが起きていたっ

7 月に入って， 2 日には醍捌よ内宇治方面を見物され

宇治上神社拝殿の ショウシヤな建築には特に注意を若か

されたようであって，見学後，わざわざ吉田鉄郎氏の若

「日本の建築J ( 独文〕を大学に借りに来られ，見学参考
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近 畿 に お け る グ ロ ピ ウ ス

一 ー グ ロ ピ ク ス 氏 と 遊 ん だ 話 一一

「関西に於けるグロピゥス博土」の原稿の一部を私にも

書く様にと京大の棚橋先生から川上さんの手を通じて速

達の来たのが 8 日19 日の夕方で，原稿の締切は翌20日で

あるという 。それでは記憶を整理する隈も何もあったも

のではなし、。然し私は日記をつけないし記憶力は至っ

て自信がないから，元来何日閣余裕を主主らっても記事が

正確になる訳ではなし 、。 その上私は氏と難しい学問上の

誌は殆どしなかった。 グロピ世ス教授でもグロピヮス博

士で もなく ，グロピクス氏と遊んだだけであるから，話

が少々でなく相当に間違っても，これが後世の学問に影

響を及ぼす事もなし、。

グロピヮス氏に初めて御自にかかったのは 6 月の何回

だったか，氏が第 1 回目に京都に来られた晩で，都ホテ

ルのロピーで関西の旅程や講演会の打合せに皆さんが御

集りになった時であった。講演会のことが決まり，最初

予定した旅程があま り内容盛沢山であり過ぎるか ら，見

学箇所を思い切って間 ｾｉ いて一日置きに自由行動の日を

作 ること，討論会の言↑ 函は氏の意向で中止することなど

がその時決ったと覚えている。講演会や見学に{工夫々適

任者が世話役を引き受けられ，私は自由行動の日に無柳

に苦しまれることでもあったら，適宜御相手をすること

になった。こんな相談のあった後で・グロヒ・ p ス氏が一寸

挨拶にとロピーに来られたので，御目にか L り名前を名

のっただけで御別れした。

二三日だか経つと，突然電話で今日( 土雨が降って外が

歩けないから，京都の工芸品を作っている工房でどこか

見に行けるところはなし、かといって来られた。 これはパ

ウハウスのことから，氏l土建築に劣らず日本の工芸につ

いても興味をもたれるに違いないと思ったか ら，京都の

工芸芸の工房で函白そうなところを摘記 してお渡ししてあ

白 石 博 一
一

れから直ぐホテノレへ伺って，奥さんに も御自にか与った。

かねて若い頃の写真では仲々の美人であると思っていた

が，年はとってもその面影はあまり劣えず，特にプ F プグ

太ったオパチャユノになり易いヨ { ロ y バ人に拘らず，ス

ラリとしてしかも肉附きの良いのに感心した。 こういう

のを英語で'wel l kept というのだと思った。 とし、うが私

の英語は，中学校の時にミセ ス・ ウイ γ ターボトムなる英

国人のオパサ γ に学校で週1時間英会話をし，高等学校の

時には同じく学校でミスタ- .ノ-{ - カ{ の時聞があった

きりで，その後はしゃべった経験は殆どない。 3 年自に

一度一時間位話すことがあったら，次は 5 年位機会がな

かったりする。読む方だけは豆本の推理小説を平素愛読

しているから慣れているが，話すとなると幼児の如くで

ある。そのベビー・イ γ グリ y シュで，そもそも日本の

陶器はと一席前置きをして早速五条坂へ車を走らせた。

K. K. 氏l主民芸品の蒐築家としても有名で，御宅も民芸

風の建築である。グロピ ゥス 夫人は足を以前自動車事故

で負傷しておられるので，靴がぬげず持参のカパ { をは

めて ，ステ y キをついて畳の上を遠慮しながら上る。上

りながら畳の弾力に驚いて質問が出て，畳の端を一寸持

ち上げて説明したりする。座について，グロピ p ス氏( 主

しげしげと周囲を見廻して目を光らす。興味がわくとよ

く光る自である。室内には御主人の創作品や蒐集品が足

の踏場もない程に然し整然と置いてある。そのあれこれ

について御主人が話しだす。その日本語[ ま通訳しないで

も半分以上勘で通じる様である。 グロピ ゥス氏とはイ中々

勘の良い人であると感心した。抹茶を御馳走になり歓談

一時間位で辞去して次に K. R. 氏の御宅へ向う 。 グロピ

ゥス氏は蛇の目の傘をさして歩く。 K. R. 氏の方は先ず

工場から見学した。線路，絵付，祭場と見るe 絵付では

ったので，幾分予定はしていたことでもあった。然し御 呉須の輸入のこと，ダミのこと等が話になったc そうい

承知の様に京都の伝統的な， しかも上質の工芸は需要が えばグロピゥス氏はパウハウスで陶器もずっているから

なくなって，何時も仕事をしていると( 主限 らない。 しか くわしい筈である。粕の話が化学薬品名で色々と質問さ

も幾分変人の主人公が多くて急にい っても見せてくれる れ，絵付職人の日紛が問題になった。

とは限らない。だから相当前もって話をして置いて貨わ それから少し離れた K . R . 氏の作品陳列室へ行く。

ねば駄目であるとは会を押して置いた筈である。 さて困 またここで抹茶を出されたので，奥さんが余り何杯も喰

ったと』思うが何とかしたし、。 むと毒ではないかという。グロヒ・ 9 ス氏lまここでは少し

そこで陶器ならば急にでも何とかなると考えて知人を 考え込んで余り話さないが奥さんは快活でよく話す。さ

煩わし五条奴のK . K 氏とK . R 氏の工房を見せて貰える っき K. R 氏の乾燥場でアプストラグトの傾向の花瓶の

様に手配した。K . K . 氏は民芸派. K . R . 氏はよ手の伝統派 素焼があったのは面白かった。あれのできたのはないか

である。も一つアプストラ F トな現代派を入れねばなら という 。 然じそれは K. R. 氏の作風とは違った傾向の

ぬことは承知していたが，手配が遂につかなh った。そ ものである。宝たアメリカの自宅では日常の陶器とし

初



八 瀬 に て

て化学実験用の J レ

ツボなどを使って

いるがよい形だと

いう 。明かに今迄

みた陶器( 主 K. K.

氏の分もこちらも

余り感心していな

いのである。その

化学用陶器は機械

製品かと開いたら

そうではないとい

う。 i非常に正確

な洗練された形で

しかも材質がよ

い。私達 も初めは

機械製品かと思ったが，よ く調べて見たら手工品だった。

需要が多 くなくて高価なのと，機械ではこの様?こ正確に

は作られないので手作りです。形は機械でf乍るか手工に

よるかで決るのでな くて，アイディアで決るのです」 と

奥さんがし、ってグロピゥス氏を顧みたら，氏も大きくう

なずいていた。 この様な氏の考え方はこの時はじめて聞

いたら面白い と思ったが， 後になって同じ様なことを建

築についても いって お られる事が判った。それにしても

央委の物の見方，考え方は殆ど一致していることはその

後も度々 感じたことで・あった。それから降 り続 く雨の中

をホテル; こ帰ったが，この日の見学の印象は翌四だった

かの新聞に早速出ていた内ア イデ ィアとしてはK . K . 氏

の作品の方が面白く， K. R  氏のは唯伝統的技巧に巧み

なだけである。然 しK . R. 氏(主勿論K . K . 氏のも現代

生活との関連性に乏しいという様な話であったと記憶し

ている 。

その次に呼ひ出されたのも，やはり予定のない目だっ

たが，この 日はどこか寺を見 ょうとし、う話なのだ。私は

建築史は詳 しくないといったら，それで差支えないのだ

そうである う寺を見る予定が多すぎるということではな

かったのかとグロピゥス氏に同行の萩さんに聞いたら，

そうなのだが今日は気が変ったのだろうという返事だっ

た。でほ景色も見る積りでまず清水寺へでも行こうとホ

テノレを出たら，智恩院の前でここにも寺がゐるから見ょ

うという っ グロピウス氏は黙々と山門を眺め上石段を上

り写真を何枚もとりながら本堂の前へ出た。上って参観

したいというから，これは余り面白い建物でもない様だ

と萩さん共々いったけれども， ともかく上ろうとしづ 。

堂内では僧が 1人何か全く判らぬことを浪曲声でうなっ

ていたっ奥さんが何だと尋ねるので長い間聞いていてや

っとナムアミダブツを繰返していることが判った。 グロ

ピタス氏は暫くしてから深刻な顔になり大いに感動した

という。腕を大きく 広げて，この外障の spaci ousness

〈広々して感じ〉がよいといってあちこち歩き廻ってお

られた。後で思ったことだが紫庚殿に行っても同 じこと

をもっと感じられたに違いない。

それから滑水寺へ行った。駐車場に事を止めて坂を登

り石段を上る。グロピクス氏は奥さんをほって置いてさ

っさっと独り先になって行くので，奥さんを少 し待った

らとし 、ったら i イゼ( 奥さんの名〉を待っていては世

の聞の進歩におくれる J といってニヤリと笑った。清水

寺は予想しなかった面白さを感じられたらしく，盛に写

真を媛り遂にフイノレムがなくなって残念がられた。石段

が上れない奥さんを下に待たせたま与なので，見せられ

なくてかわいそうだと一寸愛妻ぶりを発揮されたが， 下

へ降りてからは手をふって黙心に説朗しておられた。土

産物屋で梅の数珠を奥さんの首飾りに貝って次は三十三

間堂へ行く 。寺の前の広場で，まずどうして此所に茶庖

など許すのか，是非とり払って広々とした視野を作るべ

きだなど話しながら，堂の中へはし、った。999 休の観音

が並ぶ壮観には殺かれたらしい。何故同じものを沢山並

べるのかという質問には，こちらに仏教知識は乏しく 化

身という概念、の説明はうま くできない。観音は女体です

ねといわれるのだが，いやそうでないといってから困っ

た。寺で英文の説明板を置いているが，それにもそう奮

いている。 これは誤りだといったが，後が続かず閉口し

た。やっと震の生えた観音を見つけて男でも女でもない

といったが，判った様な判らぬ様なうやむやである。こ

んな事で此の日は終りになった。

その次( 土，これは日がはっきりしているが 6 月29日

金剛能楽堂へ能面を見に御供した。東京で観世官邸三堂聞

きに能を見て，能面に興味をもたれたらしい。それで独

立美術の須田国太郎先生を煩らわし，光琳社の中島社長

の手を経て宗家に頼んで頂いて見に行った。蔵田周忠先

生も同行された。宗家では秘蔵の面や衣裳を舞台に並べ

須田先生( 主能面作家の一覧表を作って待っていて下さっ

た。橋掛りから舞台へ進むと有名な翁の面や雪の小面か

ら各時代各種の面が揃えて並べてあるのに驚いたが，ま

だ後からいくらでも出して下さった。平素は斎戒i * 浴 し

てでなければ誰も手もふれられぬらしい翁なども自由に

手にとって見てよろしいといわれる。増女の面を照らし

たり曇らしたりして表情の変るのを見たり，般若の商を

急に動かしてその鋭さを味わったの吉肱裳の模様の現代

的なこと，その色の良いことにも感心された様で、ある。

奥さんに般若の角は嫉妬が昂じると生えるのであると話

したら，今でもそうかと L 、うので，今でも芸者と遊んで

帰りが遠くなったりすると生えるといって，頭の上に人

さし指を立てて見せたら，これから応用するといってお

られた。その聞にもグロピヮス氏は実に熱心に長時間ね

ばっておられた。事実私などもかねてから図集で しか見

21 



i ' i : 鉛にて

てない面がずらりと並んでいるのだから些か興奮したの

である。蔵田先生も感にたえた商もちで、居られた。グロ

ヒ・9 ス氏の帰られた後で須田先生と別室で話をしたが，

永年金剛1家へ行っておられる先生でも今日程良い函を揃

えて見られたことは今迄ないそうで、あった。私まで御相

伴で見られたのはグロピ クス氏の人徳である。

その次にお伴をしたのは 7 月20日八瀬大原と貴船へ遊

ひに行った時である。これはその前に京都の最後の日程

をどうするかを相談した持に，毎日学者と学問の話ばか

りで疲れたから，一度のんびりと京都の郊外で遊びたい

ということになって，それならば行き先は八阪大原と実-

fffi とし，案内役は学者でない人というので私に当った。

元来私が学者ではないことは遺憾ながら自ら承知してい

たが，グロピ クス氏迄が従来の案内の際にイ可を聞かれて

も学術的には知らないと答えてきたので，白石( 主学者で

ないから難しいことはいわぬと安心されたらしいのであ

るe

当日は公日だったが，草月から草をます. 八淑から大原へ

走らせた。随所で車をとめ民家を眺めたり，大原女をこ

っそり内緒で写真機を隠して追いかけたりしながら三千

院へ着いたc 中へはいろうかと尋ねたら寺は嫌だという。

これは寺と思つてはいけないのであるといって，特に頼

んで庭の方へ直倭入れて貰った。青葉紅葉がいかにも美

しく小鳥がないて何ともいえぬ良い気持でらる。グロピ

ウス氏も俄然良い気持てあるという。往生極楽院の建物

は成松これは良いと堂上によらぬ筈のが ｾ� 上ろうと ｌ 、

うことになった。堂の建築年代を聞かれて百年以上閣違

えたが，学者でなし、からといって皆で大笑した。

それから寂光院へ行く。雨が降り出したから車を降り

るのを止めようかといったが. 見ょうという。私に: 主梅

若万三郎氏がなくなられる少し前に大原御率を演じられ

たのが思い出されてならない。グロヒ・ウス氏もこんな長

色は京都でないと吠えない。特に日本人は狭い場所に於

ける設計が突に巧みなのに感心したといって仲々去り難

い面持ちであった内

再ひ山端まで本を返して今度( 二食品百へ行く c 沿道民の
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家の表現が柔かなこと等話しながら貴筋神社の突の院ま

でE容を登らせて，そこで卒を降りたe 亭々とした杉木立

をグロピタス氏は何よりも喜ぶ。大きな木を凡る毎に歓

声を上げるのであるc 木の名前は相当日本誇で覚えてい

られた。それからもっと奥へ山道を歩きだしたら，今度

は奥さんがまず喜んでしまった。足が思い答だのにどん

どんと山道を登る。グロピ クス氏lま東京で自分で見立て

て仕立させたという紺と紫の木綿の浴衣地のカ y ターシ

ャツの軽装で幾分猫背で歩く。奥さんは黒の袖のない上

衣に模様のあるスカートで黄色い毛のマフラ{ を璃にひ

っかけた姿である。道ばたの主主をむしったり，ふり返っ

て景色を見たり，その内に良い加減で戻ろうではなL、か

と御主人がいう稜の気に入り様だった。今度は日本ヘハ

イキ γ グだけを目的にして来たし 、。石段でなければ突は

坂は歩けるのだということでゐる c タロヒ・ 9 ス氏は「日

本は良い。アメリカではこんなに色々な木や草がーケ所

に生えている所はない。杉の山は杉だけ，松の山 ( 1松ば

かりだ。しかも景色の良いところには道がなし、。道のあ

るところは木がない。開発するといえば木を引き抜いて

プノレド ー ザ { で山を削って平らにしてしまう。アメリカ

文化はフツレド ーザー文化である」という。日本でもこの

頃の市や府県庁の役人が同じことをやっている。だから

私は公園は嫌いだといったら，大いに同感された。

この頃はもう E認を大分過ぎていた。昼食( 主ホテノレへ帰

る答だったが，同行の国際文化会館の上回さんと相談し

て昼食住食船でしないかと誘ったら，大賛成である。そ

こで貴船)11に面した料亭に案内して，まず川| へ降りて生

州の; 魚を見せて貰う。アマゴの一年子や三年子にアユな

どがヒ・ ｙ ヒＮｾＨまねていた。 アユの酢主主， 憾の沈い， ア

マゴのからあげ，アマゴの塩酸などでビールをのんだ。

グロピ p ス氏はアマゴのからあげがうまいとて 2 人前食

べる。塩焼の官を尻尾の方へ抜こうとするから間違って

いるといったら，誰かにそう習ったとし、し、ながら，然し

白石のいう方が構造学的であるといったり，奈良r ! ! t を笑

にうまいといったり，なぜ日本では冷凍野菜をもっと普

及させないかとし、うので‘ 反論したり‘ 日本人はあまり否

ということをいわないが. 否とし、し、たい時はどうするか

とか，英国人と米国人の話し方の相違やら，日本の遊覧

パスガー J レの案内句調がおかしいことやら，キスはしな

いかとか，そのうち日本のお嬢さんがあまり美しいので

驚いたが，男はどうもよくない，男と女( 土人種が違うの

かと患ったとか，ともかく漫談の芯測をしている内にか

なりの時間が経ってしまったので，帰ることにしたc 今

日は突にのんひりして楽しかったし，昼食lま安くてうま

かったと喜ばれたが，予定湿り学問のことも建築のこと

も当日は殆ど話さなかったのであるc

その外には京都を去られる前日 . 御世話をした人々を

グロピ p ス氏が招かれて京大の清原荘で尽食を御馳走さ



れた時に，末腐をけがした。この時も学問のことは勿論

話さなかったし，大阪の講演会の後の宴に連なる時も同

じである。だから私はグロピタス氏とは学問のことは終

始直接には殆ど話をしなかったのである。表題通りグロ

ピゥス氏と遊んだのに過ぎない。ただ外の人がグロピヮ

ス氏と学問の話をされるのを聞いて若干感じたことを附

け加えておこう。

氏が一番力説されたこ との 1 つはコミ ュニティのこと

であった。大阪の講演会でもそうだった。私は氏に資本

主義制度のま L でもそれが真に可能なのかと少し詳しく

開きたかった。突は一度聞きかけたら急に厳しい顔をし

て，それは返答するのに難しい問題でゐるとし、う様なこ

とをいわれたので，当節のことゆえアメリカへ帰られな

くなったら困ると患って止めた。

も1 つよく云われたのはプリファプリケーショ γ のこ

とである。日本の住宅の畳や僚がそうだといわれるので

，突は普通はそうでなくて一々銚えるのであるといった

ら，不思議な顔をされたがその時外の人と話を転じられ

たのでそのま与になった。誰かが後でもこの点、を詳しく

説明したかと若干気がかりである。

のテーマである工芸や建築の機械による生産の点を討論

さねた。グロヒ・ 9 ス氏は機械による芸術の将来を信じ，

リーチ氏は疑問を示されたが論を尽くさず散会となり，

後でリーチ氏は必ずしも納得できぬといっておられた。

私としては別な折にグロヒ. ! ) ス氏がなぜ日本の住宅建築

などもっと機械化しないのかといわれた時? と，半ばは同

意しながらも日本の木材が機械にか L らぬことや機械を

買う穫の資本が一般にないことや，労働賃金の安いこと

など一寸話したが，これも充分理解されたかどうか。

グロヒ. ヲス氏が普通の観光外人でなく・，さすがに洞察

力に優れた人であると思う一面に，やはり日本人ではな

い外人でゐり，その上短期の滞在でもありしかもいわば

最早一種の教祖にもなっておられるのに，当方[ ま度々申

す通り学者の役割でなく，しかもペピ{ ・イングリ y シ

ュときているから，判ったのやら判らなかったのやら私

自身にも判らない。勿論それは関西でも他の方々でその

任は果されていようし，また東京で? 工大いに盛に討論が

あったに違いないから，その方々の話をやがて聞かせて

貰いたいと恩っている。私はグロピクス氏と遊んで，氏

は誠に紳士であり，奥さんもさすがに立派なものだと感

京都のアメリカ文化セ γ ターの帯寅会の時には，パー 心したのである。( 筆者 京都工芸繊維大学教授〉

ナ{ ド・リーチ氏が質問に立ってグロピ クス氏りも 1 つ

倉 敷 の グ ロ ピ ウ ス 教 授

「私は倉敷について強い印象を受けた p 特に表現の薪るしき

統ーを持ったこの町を見出した今日 l主稀らしい日であった。美

術館の上に立って見た屋恨の形態の如くこの町の偉大なる突在

は如何なる新らしい建築及び間在する何物; こよっても防署され

ることなくあるものには独自の特性を持った前時代の一つの町 合般市羽島潟でM ーナード・ 9 ーチの作品を見る グロピヲス

の感情さへ感じられるのである《 夫饗，背後和服の人は外村長芸館畏，通訳の野生司氏夫妻

私( 土同じ勾配からなるその屋根の存在のシ γ プリシティーを好むの こ L で手よはこの町は文化的遺産の認識が溢

れそのやり方を持続して行く真の意欲を持って居ることを感じた。私は民芸館を見た。この工業的興隆時代に於

ても突に高い質を持つものと患はれる。それは過去の手仕事の時代に於ける良き実例より新時代の工業的方法に

対する解決を見出さうとするものに取って布地のシシプリシティーを学び得る点でヲド常に重要で‘ あった。

この地に於て叉美術館を観賞し得た。中寺に印象派絵画の立場から見てフランスの画家が代表して居るがこのコ

レタショ γ は欧洲の其れに比べその高い価値に於て何等の遜色のないものと思う 。私は倉敷に於て非常に思ひ出

ある時聞を過したが殊に大原氏の厚遇に対し感謝致したいJ ( ラヂオ山場放送1954年 7 月 8 日録音〉

芙語ら昔 〈十七世紀) の姿を家並に残すこの一地方都市の二泊三日の旅はグロピウス教授夫妻に取っては押し

つけの現代建築から解放された稀らしい日であったで為ろう。この町は嘗て小沼遠州が第二代の代官として発展

の基礎を与へた歴史を持って居る。統一ある表現を破る唯一の建築一一 「美術館」の屋上からの感主要であってそ

の反対のものではない。

老教授夫妻には同行者として棚橋諒氏，丹下健三氏( 夫妻) も加はった。私が倉敷市民としての立場から常に

考へなければならない一つの問題に対してもこの録音放送は好いサゼストであったが，街両氏の補足的解釈を力日

へょう。 r新らしいものと古いものとは調和し得る筈である。日本に於てそれが何であるか私( グロピウス) は

今ポケ y トにその解決案をもっては居らない。それは皆さんがやらなければならないことだo 唯鉄筋コ γ グリ{

トの新建築に大きい瓦屋根をのせることで問題は解決されはしない。新らしいものと古いものは調和するが好い

可滋な妥協からそれは生れない」。 欧洲の偉大なる文化的遺産の地盤を除外してはグロピウスの苦しみも嬉びも

叉業績も見る事は出来ないのではあるまいか。 ( 浦 辺〉
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中 園 地 方 て の グ ロ ピ ウ ス

佐 藤 重 夫

全くそつのない，むしろあっけない粗末な歓迎ぶりで

広島駅頭にグロピウス博士を迎えた我叶は，これでは失

礼でなかったかと心却もしたが，真面目な彼はこれをよ

しとして下さったので，先つ攻々は安心した。博土が来

広される前々から我々は協議を重ねてみたが，事々しい

ことをー却好まれない博士であるので，全ての予定も到

着されてから決めることにしていた。然し先づ市内を一

望するに恰好な比治山へは御案内することにしていた。

比治山の頂には，米国原爆研究所と前川氏作の同宿舎

とがあるので有名で，此処から見た市内は少し速い嫌い

はあっても，市内の現実が下で見るよりもかえってよく

解る所である。博土の到着された 7 月8 日の午後は天候

もらまり良くなく ，雲は低く動いて どんよりしており ，

遠望はきかなかった。けれども学会支部長葛西教授と広

島県建築部長諌早氏との説明を黙心に聴いていた彼は，

四周の山や海にも非常に興味をそ L られた越である。

殊に野生司夫人の縁りの地である仁保方面を眺めてい

たグロピウス夫人は，何を思ったか彼の腕を行きなりと

らえて按返えらし，その海のあたりをしきりと説明し出

したので、ある。 此の状景に我々側の者は一寸驚ろき， 一

面どうし、う感輿が彼等の意中に沸いたのかと思ったので・

ある。果して，やがて彼は「世界の三大美港のリオデジ

ヤネイロよりもここの方がずっと美しいではないか。広

島は原爆のことばかり云はないで，どうして此の美景を

生かさないでほって置くのだ，港はどうなのだ，深いの

か，浅いのか，河川はどうなのか」等と次々に彼と彼女

の口から質問と耽賞と皮肉との言葉が矢つぎ速やに飛び

出して来た。折柄雲低くたれた天候は日暮の近づくにつ

れ，瀬戸内海の島山に程よい育成色の調子を附け，銀色

に輝く海面に遠く近く浮んだ大島小島には自然に濃淡が

出来て，美しい景観に奥行を作り上げて行っていた。

原爆当時と今との違いとか，道路のこと等が彼に無関

広島情演中のグロピヲス民
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心のことであったという釈は勿論全くないけれども，立

ち去りかねた彼とこの瀬戸内海の美景とはやはり深い処

で触れあう何物かがあったのだろうと私は思っている。

彼の胸に去来したもの，それは云いかえれば，一つの広

島，瀬戸内海，そうして日本であったかも知れない。我

々も亦感無きあたわずと云うことであった。

比治山を下りてからは平和記念中央公園の中心施設で

ある丹下助教授の数々の建築施設を廻り，折柄の強雨の

中を村野氏のカトリ ' J ! I 記念重量堂に行き，夕刻彼等は宮

島の宿舎に入ったが，熱心な見学振りには不足勝の時間

であったのは残念である。

明くれば 7 月 9 日の講演目で，此の自は大層蒸し暑い

未だ梅雨の水気がぬぐい去られていない感じの晴天であ

った上に. 会場の農協ピル講堂に溢れた聴衆は7 0 0人に

も達して，非常に暑い。それでも定刻前に会場に到着し

た博士は，学会支部長の紹介講演の終るまで，控室で想

を静めていた。我々は多数の来聴者に喜びつつも，暑さ

と，この混雑が彼を煩はしはしないかと気がかりｾこもな

っていた。

けれども拍手に迎えられた壇上の博士はさすがに堂々

たるもので、あった。彼は口少なの，落付いた，いかにも

独逸生れの渋さ・のある姿と物腰の人で， 71才 というのに

血色も健康で，背高の彼の上品な口5 f と，引締めた理知

的な眼差しとは，中央に立って日本風に礼をされた時既

に満堂の者にぴたりと接した親しさが感ぜられるに充分

で、あった。彼には' i i 1 さもなければ，無論柔弱さはみじん

もなし、。卒直な，それでいて聞がちゃんととれて，つま

づくものもない安心感，そう云った自信と力とが，私の

今日の講演課題は云々と云う言葉でやがて始まって行っ

た。さすがに一言も聴き漏らすまいとする聴衆の希望は

野生司氏の翻訳の名調子と交互の彼の英語講演に，一節

一節触れ為って行くかに思はれる。最初から正面中央で

左 悶
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平和記念公園陳列館前のグロピウス氏

左より ，丹下氏，グ氏，野生司氏， r寝早述察部長，葛西教授

と思っている。

その翌日は厳島に散策をして休養をとり，舞楽も見て

楽しんでいただいたが，夕刻lに森戸広島大学長他，地元

の建築家有志と打解けた茶話会が開かれた。事建築に関

はることに就いては熱心そのものの彼は，談論風発する

座話の内にも幾つかの考えをただよはせてくれた。例え

ば形と材料というような事でもはつぎりとそれを示して

いたF それは厳島神社大鳥居の問題て‘ あるが「現在の如

き状態で、は何れ今の木造も腐朽すると恩うので，その時

にはこれをコ γ グリートで造らねばならぬか否か」 と云

うことについて，彼は「それは例え大木は得られなくて

も，寄せ合せて木で作ればよし、」 と朗答した。味あうべ

き言葉であろう。

叉彼は広島へ来るに際し，丹下氏の作品を見るのが一

つの楽しみであると，駅頭で述べていたが，荒天の中にも

よく.平和記念原列館と慰霊碍を見て，喜怒を表にあまり

出さない無愛想な彼ではあっても，相当に興味をそそら

れたようであったしカトリッグ聖堂もその作そのもの

は彼の興味をひいたようである。然し設計競技の一等が

実現されなかったという事については目下工事中の公会

堂が問機な運命にされているのと共に与論の喚起を呼号

し道# まるで青年のような純情を披援するのであった

e  

世界の常識から見て彼は大層誘っていたようである。

たった中二日間の滞広であった彼は長途旅行に大事を

とって，先雪国の錦帯橋は劉j愛した。けれども広島名物の

水上の家である牡楓船でー夕日本食に寛ろぐことが出来

て，少しの慰みにはなったかも知れない。今は牡郷の期

節外であるので，鮎・ゃ鰻ということになったのだが; 器

用な手つをで箸を運ぶ夫妻御両人は鮎の骨抜きも出来て

広島銘酒の上糊に舌鼓を打つので・あった。然し魚の腸や

反にはさすがに関口の態で，これは勿論の事である。席

上 日本の石積が何故に斜であるか，とか， 日本の寄体に

三態あること等の話が賑はって尽きるところを知らない
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広島原織慰笠僻目。のグ氏

烈心に臆いておられた森戸広島大学長も，あれだけの充

実した講演は数多く来訪する外人の中でも，なかなかど

うして，そうあるものではなく，実に立派で敬意を表し

たと後日述懐されていたが，全くその通りでーあったと思

れスライドも東京，大咳にも憎して追加され，最後の

ポスト γ コムミュニテ ィーセγ ターの何枚かが写される

頃はたっぷりと 2 時間の長さが何時の間にか過ぎ去って

いたn 淡々として崩れず，懇切を短めた論説は，やがて

道義なきデザイ γ の美しくあろうはずのない点も特に広

島のために忠告し， total  archi tecture と我々 がし、ぅ

真の建築は美しい環境を創るための魁となるものでなけ

ればならないと云う，彼の結論がありがとうと云う言葉

で、むすばれた時には拍手はしばし鳴り止まなかったの上

気した彼の頭上に{ ま微笑と喜びと安堵の色が明るく浮び

日本流の礼を何回か繰返しながらの彼を見送った会場の

者{ 主. 今の講演を恕ひ廻らすゆとりもないほどの感銘と

感激そのものになっていた内きっとこの感激には何らか

の形となって我々の内に生きる深い根が生えて行くにそ

ういないと私は信じている円

総じてこんな，広< ，深く，かつ取留めにくい，哲学

的g 心理的，工学的，そうじて芸術上の基本的な論説程

ゃっかし、なものはない。而もその内で最も大切な 「建築

家とその潔境」というこの臼の講演程整いのよく出来て

いて，解り易い論説には確かに今迄我々は接することが

出来なかった。これは決して言葉の上での抽象ではなく

彼が彼の最も目覚ましく発展し，世に魁けて現代の建築

のリ ーダーの一人となった，パウハウスの1910年代から，

彼が歩み続け，悩み，そうして世界に働きかけ続けて来

た実際の建築活動そのものが今日の講演でみるとも云え

る。だからこの講演は聴く者をしてその心底に触れるも

のを引起さずにはおかなかった。彼に対してはほんとに

よくも 説いてくれたと感謝がこめられて当然であり ，そ

れが今，我々が彼に贈ることの出来る只ーの言葉である
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同じくグロピウ 2 夫人

海外民芸陶器の一部をも陳列しており，グロピウス夫人

はその中からシュワルツワルド等の陶器をさすがになっ

かしく，行きなり云いだした理であった。パウハウスよ

り賞き徹して来た夫妻なればこそ，物の基盤である，物

を見る眼，云いかえれば物の考え方に，動かうともしな

い強い立派さが， しっかりと安心して包まれているとで

も云えるのではなかろうか守

以上とりとめもなく綴ったが，これがかえってグロピ

ウス惇土夫妻を傷けはしないかと恐れている。若しその

ような点があったらそれは筆者の過誤であることを御こ

とわりして，中園地方でのグロピウス博土の動静の一端

を御紹介したまでである。

最後にグロピウス樽土に厚く御礼を申し上げ御健勝と

一層の御発展を祈って止まない。亦野生司氏，丹下氏，

其他国際文化会豊富と日本建築学会の多くの方々に厚く広

島から御礼を申し上げます。

29.  8. 22 

11月号は 「建築家の住宅」として，著名な建築家の (

住宅を紹介します。作品作風欄も新建築 3 点ばかり ;

けいさいする予定です。

広島大学工学部助教授)( 筆者

告予
目
方次

広島比治山山頂でのグロピウス氏

彼は作品とか個性とかよりも，建築に客観性，普通性，

科学性を重く且つ大きく認めているのではあっても，彼

自身はしかし充分に芸術的天分と力量とを持ち，深くす

るどい感覚にひきしめられている人なのである。従って

彼の行くところ，叉起居全般にある深さの認められるの

は垣間見しても床しい限りのもので・あった。

広島に到着するより先に彼は倉敷で・大原倉絹社長の個

人的賓客として迎えられたが，ここでは彼は多くのもの

を見旦つ味はった。特に大原美術館の屋上より見た日本

瓦の家並の見事さには心打たれたようで，広島でも度々

私にそう漏らしていた。英処には何一つの強制j的な法規

もないのに，瓦という材料と長年育てよげられた日本家

屋の構造とから出て来た瓦屋根が美事に統ーを見せ℃い

ると云うわけで、ある。然し個々のものは全部違っており

お互に競いあって，色々の向にも，高くも低くも，大き

くも小さぐもなりつつ出来上っている。これこそほんと

の調和，統ーなのだということで，これでよいのだとい

うところに彼の喜び，手を打ったところがあるのではな

かろうかと私は患っているc 叉彼は民芸館の器物にも大

層興味を持ち，掃木や裳笠，簡の構造をはじめ，特に織

物には深く関心を示したらしい。グロピウス夫人はパウ

ノ、ウスで織物を専攻したのでもあり，洋の東西を問はず

物の作りょう，デザイ γ の上に通ずるはっきりした脈簿

を呼び覚ましたのだとも云えよう 。時あたかも同館では

毛色オイIL拭 2吟 1't
i
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ド イ ツ 時 代 の グ ロ ピ ウ ス

議 回 周
E 恒

，也、

1  ウェクルプンド時代

ベルリンからベルリンヘ グロピウスカ: 建築家として

作品を作ったのは， ドイツとイギリスとアメリカとであ

る。 50の誕生日を過ぎてから，ナチスに圧迫されてドイ

ツを去るまでを， ドイツ時代としてここでは誇ってみよ

うと思う。

ベノレリシで生れて成人し，シャロ y テ γ プノレタの大学

を出て後，ミュシへ γ の大学にも勉強に行ってきて，その

当時の大家ベ{ ター・ベーレ γ スのもとで修業を経て，

建築家として社会に立ったのもベノレリ γ であった。

1918年，前大戦後ワイマーノレの時代，ついでデ y サウ ・

パウハウスの時代を経て. 1928年にはまたペノレリ γ で建

築事務所を開設し，撚心にジードノレ γ F の問題と小住居

の問題からひきつづいての C I A M運動に尽力したので

あった。グロピウスのドイツの週歴は正にベノレリシから

ベノレリシへであった。

ファグスヱ場 グロピウスの最初の仕事はライネ河畔

の小市アノレフエノレトに建てられたプ r グス“ F A GUS-

WE R K " 靴型製造工場であった。明快な事物性と鉄とガ

ラスをカーテ γ とする必撚的な美が， コγ F ロートの骨

粗のカシティレパ{ システムを生かして，その当時 (19

11年j としての先駆性につくづくと見入らせる。

このカシティレパーの構造上のアイデアを活用したの

は. 早〈アメリカのライトで‘ あったが，更に鉄筋コ γ グ

リー ト構造に，軽快な鉄骨構造を併用してスラプのカ γ

テ ィレパ ーを派手に生かしたのは，フラ γ スのん ・コノレ

ピュジエであったというべきであろう 。しかしん ・コノレ

ピュ ジエの最初の基本システム DOM- I NO ヵ・発表され

たのが1914年となっているから，グロピワスが第二の代

表作たるケノレ γ の D WB ( ドイツ工作連盟〉博覧会にガ

ス会社事務所と工場を設計した年で・ある。

ケルンD WB l 尊 この作品の点でグロヒ: ウスの方がノレ

・コ ノレピュジェより「先輩と言えるであろう」とし、うリ

チャーズも指摘したのであろう。その後いつも 2 人は，

図 1 フ ア グ ス 靴 型 工 場 ( 1911)

.特に C I A M で提携して，相影響している。そしてその

うちにル ・コノレピュジエは「全く第 1次 大戦後の大立物

」となったので‘ ある。

一方グロピウス( 土ベ ーレγ スとし、う開拓者の伝統を直

接にうけついで，工業建築の分野に新らしい時代を生か

す道に精進していた合 その代表作が前記のドイツガス

・モ{ トノレ会社の工場と事務所である。 このケノレ γ の

D WB 博覧会i主ペーレ γ スの指導があったこともちろん

であるが，直接にはその指導の元で有力な門人グロピウ

スの尽力は自に見えない底力であったに違いない。

ウz ルクプンドD W B 1907年ヘノレマ γ ・ムーテジウ

ス等の言動i J . で組織されたドイツ工作連盟 ( DW Bードイ

チェウェノレグプシド〉はイギリスのモリス等の A rts

and Craf t s Mov ement の影響を直接反映したもので

あって，今世紀最高度のドイツ工芸 ・建築に於ける功績

は極めて大きく，また極めて有力な実行力のある組織で

あった。その上1910年頃にはドイツの工作力一一工業力

は強大を誇るようになり，工業建築の新らしい発展の道

が開拓さるべき気主主であり，またその建築としての独自

の美が認識されてぎたとし、う時代であった。

ベ{ レシスの設計したペノレリ γ の A E G の工場がその

転換期をマ - ! l することは余りに有名である。その下に

学んだグロピウス自身，ベーレ γ スとウエノレグプ γ ドの

指導者逮との話の間に 「私 l主自己の建築に対する見解を

形成し始めた」と言って，ウェノレダブシドに力を入れ，

その影響を受けた時代を回想している。

2  パウハウス時代

ワイマール 中部ドイツの由緒ある都である。ゲ ーテ

やシラーの家のあることで誰も知っているドイツ文化の

ー中心地である。第一次大戦後ここにチ ューリ γ ゲγ 社

会民主主義政府が成立し， ワイマ{ ノレ憲法が発布された

その1919年の春チューリ γ ゲy 政府は，グロピウスに

依嘱して新らしい時代の造形教育の場を設立することに

した。 この地の元の領有者たる大公の建てた美術学校と

図 2 'T Jレン ヲエルクブンド憾の事務所と工場( 1914)

21 



図 3 パ ヲ ハ ワ ス の 作 品 (1924)
図 4 デツサワのバクハヲス ( 1926)  

高等工芸学校とを合併して，クロピウスは「国立パウハ するマイスタ ーと工作技術を指導するマイスタ{ とが上

ウス J st aat l i ches bauhaus， We i ma r とした。ここに 記の各科にあり，研究は直ちに工房で製作に移されて笑

美術学校の理論的教育計画と，工芸学校の実際的教育計 験され，更にその原型は工場の大量生産にゆづられる組

画を綜合した新ら しい教育原理が設定されたのである。 織になっていた。 そのマイスタ ーの教授連に，当代の急

第一次大戦の敗戦直後に於ける立ち上りとして，溶くべ 進的な芸術家，例えばヵ γ デγ スキー， !l レエ，シュレ

く創造的な行動であった。その影響力の大きかった効果 シマ r などを集め得たことも，グ ロピウスの人となりと

を，今日から追想 してみて，突にみごとな信念に立ち， 組織力によることで、あった。

立派な組織力を示すグ ロヒ・ウスのカがひしひしと感じら 1924年にはワイマ} ルの 5年間の製作が展覧され図録

れてくる。 もできて世界の自をそばだてた。しかし政治上のいきさ

パウハウス・ワイマール これは正 にグロヒ・ウスの名 つで，まもなく閉鎖せざるを得ぬことになった。

声を世界的にした機会で‘ あった。ドイツ自体が圏内の改 1925 しかしひきつづいてザ グセシ ・アンハルトの工

造を行いつつある時に当って，遠大な思想と，実社会の 業都市デ y サウが引受けて1926年以後はパウハウス ・デ

要求に従って計画を立てる能力のある指導力を示したの y サウとなったう

である。近代の工京 ・建築にとって不朽の業績であり， それから1932年ナチスに閉鎖を命じられるまで、のパウ

当時としては充分革命的な成果であった。 ハウ z は現代工芸とその絞体たる建築の製作に於ける精

このワイマ ーノレのパウハウスの突際は，教室の教育と 進を研さんする処として，若く世代の人々の憧慢の地で

併行して，工房でも実習教育が行はれ，手工業による実験 あり近代芸術のメァカとも言はれるようになった勺

はいつも機械生産を予想して行はれ，それに創造性を奥 パウハウス・テ・ッサウ グロピウスは1926年デ y サウ

へ，仕事: としての理論のうらづけを修練す志のであった。 でのgg校から28年まで 3 年間校長として尽力したので・あ

夕、ロピウス自身の言葉でいうと「一一近代的な建築( ったが，その聞の生気に満ちたパウハウスの動きと成果

統一体としての建築芸術) を実現すること。それは人間 とはめざましいものがあった。集まる学生は世界の各地

性そのものと同じように，建築の領域の中に，他のすべ からで、あったから，従って学んで後のパウハウスの影響

てを包括すること勺 一一あまざまな意見や傾向をもった は，従って世界的に分散した。

美術一一即ちデザイ γ のゐらゆる分派，技術のあらゆる 教授の中でもブロイヤアやモホリ ・ナギイのようた基金

形態が，互に同等のものとして，各々指定された地位を がな才能の持主が積極的な動きを示しブロイヤアの鋼管

この連邦国家の 中}こ見出すことである。それゆえわれわ 椅子などは工場生産に移されて，今 日では ぎ遂のことに

れの究極の目標は，完全な，分解できぬ芸術作品即ち統 なったが，考えてみるとたいした発見であったわけで・あ

ーある建築であり，そこではこれまでの記念的要素と装 る。写真やデ ィスプレイに於けるナギイ の名声もそ の跨

飾的要素とを分けてきた古い境界線は永久に消え失せて くべ き至豊富な才能 4こよる。

しまうであろう 」 といっている。 アルベルス ( アルパァス〉 デ y サウでは少 しく組織

テ" Y サウ ワイマ ーノレパウハウス創立以来，工芸の部 が変更され，ここでは予備教育をアノレベルスとホモ リ・

門 (木工 ・木石彫 ・金属 ・陶器 ・壁画 ・硝子函 ・織物 ・ ナギイが受持っていた。 アノレベルスも極めて才能に富む

印刷〉各部で，大量生産の基準となる高級なデザイ γ が マイスターで，その 「物質的形態教育」はパウハウスの

研究された。その成果はめざましかった。文様の末でな 会科に共通する独創的な基礎教育として注目すべきもの

くて，基本の形態 ・必然の形{ ーまつ事の根本に向う単 であった。ー一独創的な構成力を訓練するためには，こ

純化から出発した。生活用品一一工芸の形のそのものか のような人材と方法とを得ることであり，その実験によ

らの分析と創作の道が開拓されたのそれには形態を指導 る体得こそ貴重な成果となるのである。
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「アノレベルスは造形の指滋者として よき才能の持主だ

」とグ ロピ ウスも話されたことがある。

『一一美的よりはむしろ技術的，経済的考慮を重視す

る方法は，材斜の全性能を理解させるものであり， i材斜

。 に内在する性質がその用い方を決定す ｾ ｊ ということ，

いし、かえれば形態の基本法則を理解させるものであっ

た』 とデ y サウで直接教育を受けに建築家山脇巌氏も

いて いる。( 同氏: i パウハ ウスの人々 」参照〉。

統一ある生活空間 基礎から変革してその上に，芸術

の各分野の専門家が協力した統一ある生活空間を打ち建

てること に成功したのである。それは美学でいうみごと

な多様の統ーである。それこ そはモリス以来の近代的工

作運動の精神の具象である。デツサウではパウハウ スの

校舎と工房のほかに，教授速の住宅も建てられた。近郊

には労務者のためのジ { ドノレ Y 1 7 がこれもやはりクロピ

ウスの設計で、三年計函の盆産が実現された。

ベ ル リ ン 時 代 そ のうちに1928年パウハウスの校長を

ハシネス ・マ与ャ ーにゆづって，グロピウスはベノレリシ

に出て再び建築事務所を開設 し，設計に従事すると 共に

当時の社会の中心問題たる. 住宅問題の解案に専念 した。

グロピウスは 「国立住宅建築経済調査所」の副会長にな

った。その頃ドイツ全体に住居の建設と研究とは医家の

事業として行はれ，調査所は最高指導機構の一つであっ

たのである。

グロピウスが住宅問題に没頭しはじめたのは早くから

であったが，前記のようにデ y サウ ・トェ ーテンの労務

者ジードノレシ F で連続生産の工業化的方法を実験してい

る。同じ頃1927年にはウエノレタプシド (D W B) が スツ

ァトガノレトに新らしい時代のための住宅展示をした。そ

の時にグロピウスは量産住宅の一方式を提案したのは，

今も注目されている。

トロ‘ Y ケン・モンタージ・パウ 日本では乾構造 ・乾

構築と訳してわれわれもそのアイデアを談仰したもので

あった。水を使わない，即ち現場の塗壁を使はない，工

場生産品の組立住宅の意味である。1927年の実物展示住

宅展にはノレ ・コルピ ュジェの近代建築史に不朽の作，

DOM- I NO システム の二戸建住宅 も展示されたので，誰

もが注 目したので・あるが，夕、 ロピウスの18号住宅が，鉄

骨に外壁石綿スレ ー ト，内壁テ; ; 17 ス，壁中空部の遮断材

ソロミ ァトと C、う徹底したト ロy ケンパウで、あった。

スツ y トガノレトワイセ γ ホーフに於け るこの D WB 住

宅展示は，全体として当時のドイツばかりでなく，世界

の新進建築家の共鳴を呼んだものであり，パウハウスの

時代にグロピウスの提唱していた 「イ y fi: ナシ習ナノレ建

築」の理念への共鳴で‘ あり，ここにもやはり，グロピウ

スのいつも提唱する建築家同志及び各芸術家の協動( コ

ムボレー シ 田y ) がみごとに結笑したのである。

そして住宅の工業生産への誌識 と研究も発展した。グ

ロピ ウス自身その理論をもちつづけてい ることは，後日

アメリカに移ってから仕事の上にも見ることができる。

ジ一ドルンク ｾノレリ γ で事務所を開いてからのグロ

ピウスの仕事の中で目立つのは， 1930年頃の集合住宅ー

ジードノレ γ タの計画である。

了度マイ γ mのブラ γ グアノレトで「生活最小浪住居」

のテ{ マが取上げられたのも CI A M の一連のつづきで

あるが，同じ頃グロピウスの指導でまたグロピウスの当

選集を加えてカ ールス ノレー ェ市の〆ムマ y シト; ; ? ' f こ全

く新らしい母置のジ { トツレ γ グが建設された。( その会議

にはわが山田守氏が出席しこのジー ドノレングの報告が「

国際建築J 1932年頃に出てし、る。私も山田氏の案内でこ

の住区を見学した〉。

同じ頃ベノレリ γ ばかりでなく経済的に苦しいドイツ全

体で‘ あったが特にベルリ Y は，ジー ドノレ γ タの建設がし

きりであったっ国または市または組合等公共の資力によ

る大規模な建設でゐった。プルノ ー・ タウトも大きなジ

ー ドノレ γ F を設計していた。

グロピ ウスが他の 4 人の建築家と協力して，ジ ーメγ

スシタ y ト住宅区を分担設計したのも 1930年であったっ

低層か高層か この議論が集合住居に対してしきりに

行はれたのもやはりこの同じ頃である。グロ ピウスはノレ

・コノレピュジエと 共に高層を主張 しJ グロピウスは10階

乃至11階建の立案をして，ベノレリ γ の建築博覧会にも展

示し記。いづれもそれら住区すべてにわたっての強い主

張は住居プロ; ; !J の配置計画の上に現はれている。s! nち

それは最も単純明快な併行部認であるe 一一これらのこ

とはまた別に，グロヒ・ウスの住| 茎計画として紹介し分析

してみる機を得たいと思うの

参考書 以上パウハウスだけに限らないでグ ロピ ウス

がドイ川こいた時代のうち，最も重要な仕事と作品とを

スケ y チ したので- ある。

なお拙著 「グ ロピ ウス J (近代建築家シリ ーズ4)

リチャーズ 「近代建築とは何かJ ( 桐敷氏訳〉

国際建築 「グ ロピウス 」等参照していただきたい。

( 筆者武蔵工大教授〉
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倉 紡 新 社 屋 見 学 記

麟麟麦酒 K K尼崎工場見学記

8 月25 日2 時30余度の干天にも不拘定刻迄に会する者

約80名，同工場最近建築の接待所に集合，芳野工場副長

| の ピ サ 同 社 の 鮮 と … 製 造 行 程 概 要 並 に 大 阪 建

築事務所小西技術より最近増築された 1 号倉庫と接待所

の建物について設計並に第 1 号倉庫浮函基礎応用の経過

等説明あった。それより係の案内にて製造工場一巡各所

でコ γ セツな説明と質問に応えられた。著書事、に悩まされ

ていたが，冷貯蔵庫や酵母室ｾ Ｚこ入るや急ちにして冷気身

にｾ、み一時夏を忘れたが再び外部の灼害容を浴びて休憩所

に集合記念撮影後同社製品のビーんとレモ y の試飲接待

を受け歓談先[ 主納涼気分をチヨ y ピリ味い微グ γ を帯び

て赤場傾く 5 時頃電車の人となった。

愛飲家の参考迄に当日聞き得たピ ーノレの沿革を略記す

ると， ピーノレは 400 年前エジプトに出来ていたらしい，

それから独乙を中心にヨ ーロ ァバに普及したが 100 年前

より大工場設備が出来1871年ノ〈ツス ール ( プラ γ ス化学

| 者〉がピ- / ¥. . . - ，ぶどう酒の獲造方法につき酵母怒酵原因

渡辺( 節〉建築事務所は先に紡額検査協会葱? 築( 大阪〉 換気等立証発見して盛となった。 1873年イγ ゼが従来氷

の設計監督を行ひ戦前の端厳な古奥的手法に新風を入れ を入れて限られた期間製造していたのをいつで・も醸造す

た佳作を発表した。今般の倉紡新社屋も叉同事務所の手 る様になった。 1882年デシマ - tI 人ハ γ ゼシはコ { ポ培

になるものである。 行き方としては前記作品と共通した

。養と品質不変の製造方を発見一大革命を起した。日本で

非常に手堅いディテ{ ノレの中に流石に古典で鍛え上げた

手並が拝見出来て戦前派には輿趣深いものがらった。特 は 100年前 1848年? 幕末ペノレリが艦上で使用したが，始

に曲り階段廻りの扱い方には戦後派の及び得ない洗練さ | めて之を知り新橋五丁目に製造所が出来た。閲治 5 年ア

がある。ただ全体と して見ればそれが却って表現の統一 ( メリカポプラシドが横浜に工場設立18年に日本人の資本

をさまたげるのではあるまいか，このどんは建築費と設 1 が投資参加したっ明治40年日本人丈でキリシピーノレの会

備費とが殆んど同額に及んで居る，設備が完備して居る

社が出来今日に至ったとある。後幾多の変遊を経大JE 6
とも言へるし逆に建築裂が安すぎるとも言へるであろ

う。玄関入口の自霞開閉扉はこの種のピノレには目新らし 年尼崎工場が出来当初年10万石だったが昭来118年18万石

い行き方であるが紡績工場では以前から使用されて居る ｼ 醸造したが昭京 ｾ ＲＸ 年度 は ＲＴ 万石を製し ＲＹ 年度末約 ＳＰ 万石

由である。ノレ{ パ { を持つ南国プ y サードは自動扉た持 | を目指している由。筒尼崎工場はピ ーノレの外レモシも製

つ入口廻り と同質の清新さを持って居る。然るに南国の | 造されているが目下の所大した数量になってない. 現在

植込〈貝塚伊吹〉とは凡そ調和して居らなし 、。この植込

は旧館の芙の延長であるだろうが設計者の意図に反して | 本邦内にはピ ーノレ製造工場は 130 余を数へられる由，筒

施主側の行ったものだと聞いて居る。このような表現の l 同工場より尼崎市に支払はれる税金は年五億円とかで尼

不統ーが室内にも見られた。重役室の家具内装工事はそ | 崎市としては同工場は重要資源であると聞く。但一本125

れとしては統ーされたものでゐるが， ピノレの建築的性絡 ! 円の内税金は70円20銭で皆お客様の負担と開かされては

とは矛盾した存在で為ろう。殊に戦後派の見学者 ｾ［ＺＺ｟ｉ 土涜 ｼ
乱した印象を残すのではある・まいか，私共はほのかに香 | 70円の自らの税金を泡の如く呑んでウイー y トとも云へ

る古典の洗練性が新建築と共に調和ある存在となること ぬ，ホァプ以上のにがみを感ずる。 29. 8. 30 大和記

を期待したい，かのベレーに於て実在する如くに。 当日の配念写真、御希望の方は40円送金下割、。
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0 建 築 基 準 法 の 一 部 改 正 に つ い て 日本建築協会法規委員会編

法第六条第一項第四号の改正について

従来，都市計画区域内の建築物は，すべて，原則とし

て建築主事の確認を要したが，都市計画区域内でも市街

化の予想きれない区域について，建築士等の自主的な遵

法に期待することによって法の目的が達成でぎるものと

認められるので，容務簡素化の趣旨から重点的に建築基

準法の事務を行うため，このような区域について都道府

県知事が指定した場合には，間号の規定の適用がないこ

とι された。

港第十五条第一項 の改正について

着工届及び除却届は，従来は，建築主に義務づけられ

ていたが，事務簡素化の趣旨に基き，建築手続に不馴れ

な建築主よりも建築を専業とする施工者に義務づけられ

た。

法第三十一条第二項及び第九十三条第四項の改正につい

て

従来，旧汚物掃除法関係法令によって ，地方長官がし

尿浄化そうの構造，維持管理の規制を行い得るとととな

っていたが，今回，これの構造については，建築基準法

関係規定のみによることになり，これの維持管理の基準

については厚生省令によるとととなった。

O無窓工場に対する建築基準法上の車扱につ いて

紡績，人造繊維，織布，写p ; フィルム及び精密機器製

造のための無窓工場については，下記要領によるものは

衛生上，防火上，避難上支障がない限り事前に本省と連

絡協議を要せず特定行政庁限りで確認出来ることになっ

た。

倫上の用途以外の工場の場合又は上の用途の工場でも

下記要領によらないものは従前どおり本省と連絡の上措

置される。

一 ， 徳 造

主要構造は，耐火構造とし，スは不燃材料で造り，間

仕切皇室，イ士上材料等も極力不燃材料を使用することっ

二 ， 換 気

1 ，給排気とも，機械換気によること。

2 ，機械換気の換気能力は，給排気とも，一人一時間

当り 35立方メ{ トノレ以上，且つ，床面積 1 平方メ{ トル

当り一時間につき 15立方メートノレ以上とすること。有害

ガス，粉塵等を発生する工場においては，排気能力を給

気能力より大とし，有害ガ「ス発生個所附近に排気口を設

ける等局部換気方式の採用等も考慮するものとし，有害

ガスの量が常時恕限量以下となるようにすること。

三，保 安 電 力

1 ，非常の際確保すべき電力は必ず二系統以上の電源

によるものとし，うち少くも一系統は自家発電によるこ

と。また，これらは，いずれか一つが停電した場合は自

動切替装置により他が作動し，無窓工場への送電を最優

先するように配線するとともに，無慾工場への配線は断

線するおそれない地下ケープソレ等によるとと。

2 ， 1 の電力は，少くとも作業員が容易に避難できる

ような照明を行うことができるものとし，また，有害ガ

ス等の発生するおそれのある作業を行う場合において

は，避難時にこれらを排除する装置が停止しない程度の

ものとすること勺

3 ，出入口の全部及び出入口までの通路の主要筒所に

は， 1 の電力と別系統の電源( 蓄電池等〕による非常灯

を設置し，常時点灯しておくか，又は非常の際，自動的

に点灯されるようにしておくものとすること。

四， 遜 凝

1 ，作業人貝 ，配置等を十分考慮、し，屋外に通ずる出

入口をニヶ所以上設けるこ と。

2 ，出 入 口 ま で の 歩 行 距離は，作業人員，機械の位

置，作業系統等を十分考慮した上，なるべく 30米以内と

なるようにすること。

3 ，出入口は，非常の際外部より救助隊が入いれるよ

うに穏怠した構造とするとと。

五 ， 消 火 般 備

工場の内外の消火上主要箇所には，必ず，消火せん等

の消火設備を設け，燃え易い物品を多量に処理する工場

においては，そのほかにスプリ γ ダラー等の自動注水設

備を設けるものとすること。

六 ， 参 考 事 項

前各項のほか，出来得れば次の点についても考慮する

ことが望ましい。

1 ，燃え易い物品を多量処理する工場においては屋根

の角胸部等の適当な位置に排煙ロを設ける等火災発生の

際の排煙措置をすること。

2 ，昼夜の別，天候等を判別でまる程度の小関口部を

適当な箇所 i乙設けて従業員の閉塞感を緩和する等心理的

影響について考慮すること。

3 ，機械騒音が 100 フオシ以上になるおそれのある工

場においては室の形態，仕上材料を十分考慮し，騒音の

緩和をはかること。

4 ，作業面の照度は， 100 / レタス以上を基準とするこ

と。
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第 1 回 コ ン ク リ ー ト 技 能 講 座 経 過 報 告

日本建築協会は 8 月号会告にかかげたように，今夏 9 日間にわたりコンクリ ー ト技能講座を開講した。その目的と

するところはおもに現場の第一線に働く若い技術者の意欲に答え，ひいては施工界の向上の一端に資しようとするに

あったわ教育委員会( 委員長鷲尾健三侍土〉において数次にわたる黙心な討議をへて企画し実行に移された。会告と

同時に申込者あいつぎついに予定人員100名を超過 し や む な く 135名まで憎員したがなお多数の方々をお断りしなけ

ればならぬ有様であった。企画者側としてことに喜びにたえなかったことは，都ll[ J' 懇切なる講師の講談，事務当局の

周到なる準備はさることながら夜、講者諸氏の炎暑にめげぬ黙意であり聴講者 131 名中皆出席者突に 115 名実に9 0 %の

まれにみる高率に及んだことであったe

本諮座は今までになかったいくつかの新しい試みとをもつものであった。第 1 には現場第一線の人々を教育する意

図をもって毎年開講されるいわば学校」的なものとして企画した事である。第 2 には 「平易でかつ最新の工学を」狙

って講師に特別な御無還を願ったこと P 第 3 iこは 200 頁に及ぶ充実したテキスト， しかも将来座右の蓄として役立つ

「コy !l リー ト施工指針」を用意したことの第 4 にはまだ不十分とはし、いながらともかく実習を霊祭し，また貸切パス

により代表的現場の見学を行ったこと p 第 5 には在来の聞き流し的講習を廃し，実質的な効果をあけ' るために 「試 験

」を課したこと。第 6 には修講者のしるしとして 「パ y ヂ」を制定したこと等である。このパァヂは毎年の修識者の

胸にかさf り，官許の建築土のごとき資絡でこそなけれ. rコγ クリ ー ト技能士」とででもいうような一つの笑力の表

識としてとして役立ち施工の向上の一端にも資するところがあればという願いから; である。 ( パ ッヂ図案iまカ ット参

照) さらに終りにはアンケ { トを配布して. ; ; t ; : 講座について. とくにこれらの新しい企画に対して聴識者の批判をも

とめたことも新しい試みのーといえようか。アシケートの回答は63通得られたがその大多数はその企画を肯定し支持

したもので、あった。 本講座の今後の発展のためには教育委員会は努力をおしまないことはいうまでもないが，会員諸

賓の理解と支持なくしては所期の目的は達成することはできないことは閉らかである。ここに報告かたがた諸賢の後

援を速くからお願いする次第である。 ( 文武教育委員会コシグリート技能講座小委主査横尾義1 1 )

1. 経過 受講申込 135名 常時受講者 131名

受講申込者内訳 1 級建築士 9 名 2 級建築士 15名 其 他 111名

8 月泊目 セメント ，骨材 主主尾講師 131名出席

8 月21 日 民 験 法 奥島講師 122名出席

8 月2 3 8 7.1<.  7. 昆和郵U. 調会 谷口講師 121名出席

8 月24日 工 法 菅田講師 117名出席

8 月26日 工 法 金子講師 115名出席

8 月27目 工 透 日野講師 115名出席

8 月29日 賦 勝 大阪生コシグリ ー トイば場で，工場憾の後実験室で，調合，コ

y t l リート線、 スラ γ プ，テストピースの作製童手段耳圧に別れ突習，午後梅田ピノレ，埼玉銀行， アシベ劇場の現場見学

8 月30日 試 験 於今橋グラプ 106名受験 ( 1 級 2 級建築士合格者は無試験と

した，備当日欠席者にq 9 月8 日追試験を行った〉

9 月 6 8 修 講 式 於今橋グラプ 135名出席 検尾主査の司会，鷲尾委員長の経

過報告，尾崎理事 (会長代理) の挨拶，奴開土より修了証書の授与並挨拶，後援者の挨拶( 藤原地建営繕部長，竹内

日本セメント技術課長) を以って式を終り，建設官術映画( 阪部興業提供) を観賞，会を閉じた。

2.  コンクリ ー ト技能講座についてのアンケート 絵果報 告 (63名解答)

・学歴・ 旧大4名，新大9名，旧工専9名，新工高34名，其他7名，

・職種 ・現場係員52名，工長1名，英他10名

・実務経歴・ ( 10年以上) 2 名 (5年以β 1 4名. ( 4年) 3 名. ( 3年) 5 名. ( 2年) 10名. ( 1年) 10名， ( 1年 未満) 19名

・講座内容・ この位でよい 46名，やさしい 9 名， 英他 8 名

・目数・ 丁度よい 35名，短い 19名，長い 6 名，其他 3 名

・実習・ この程度でよい 28名，実習をもっと 26名，講義を少く実習多く 5 名，英他 4 名，

・晃掌 ・ためになった 49名，つまらない 3 名. 英他 11名

・試験内容・ 了度よい 23名，やさしいすぎた 16名，むずかしい 5 名

・試験の可否・ ょいと思う 43名，い らない 7名， どちらでも可 9 名， 英の他 4 名

追言E 各支部て・講座開催の動き・ 10月下旬一一11月中旬 京都，神戸，和歌山，九州( 小倉，福岡〉で実施するよう

地元で準備を進め ているc 支部会員にはそれぞれ，連絡の予定であり，参加を務、望する。
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創 立 35 年 記 念 事 業 決 算 報 告 一 一昭 和2 7年 4 月 ~ 昭 和2 9年 8 月

創 立35年記念事業は27年 1 月より 3 月迄を単備期間として企画を定め，

4月より実行に移り 霞来物故会貝慰霊祭，名古屋以西 11 個所購演会開催.

東海，岐阜，白川，衆車漠. 京都方面見学会. 南海線羽衣に於ける住宅雄

政縛覧会，高島民に於ける住宅展覧会等に引続ｾ表彰会 ， 視察会等主たる

事業を28年 4 月迄に遂行した事は既に共郁! l l 会誌に掲叙した通りでありま

すが. 継続事業として残された35年記念史，地質問査図表. 建設資料便覧

の発行も本年 1 月迄に逐次刊行し， 8 月末漸く共結末を見る運びとなりま

したので，今後の売上未収等は雑収入に組入れる事とし清算した結束，

￥ 762，415. ∞円也の収支差引残金を生じたので之 I! 記念事業基金として

将来会館建設資金; l t 他有意量産な事業に充当する予定です。

以上の如き成果を挙げ本会所J聞の包的を遣し得た事は備に会員各位の協

力に依るものでありますが. 特に絶大な御後媛を頂いた寄附者各位の御厚

意の賜であります。主主に決算御報告と共に深甚なる感謝の意を表する次第

であります。

昭和29年9月1日

社 団 達 人 日 本 建 策 協 会 々 長 竹 腰 健 造

35 年 配 念 事 業 委 員 長 束 畑 様 三

創 立 35 年 配 念 事 業 績 算 書 一 一昭和2 7年4月- 2 9年8月末 日

収 入 之 部 単位円

項 目 | 金 額 | 内 釈

一一一一一一一寸 l  
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通 信 5，1∞i  

委 員 会 5，400 I  

瞬 演 開 会 安 | 耽 抑 | 名古屋以西十一個所開拡要せし

テキスト外諸経費会! t 並テキスト

売上等 332，540 収入差引支出額

見 学 部 費 119，235 東海，岐阜白川村，四国，京都方

| 面 山 一

経! t ，イE会! t 収入並寄附等収入

174，510円差引支出額

2… |  羽衣地区に笑物住宅 28 戸建設縛覧

会開催，これからの住宅図集発行等

を行 う。

委 貝 会 25，700 

交 通 18，410 

印 刷 7，600 

通 j J  5，200 

43，220 I  主t ノ'"ー

会 場 75，070 

開 場 式 42，560 

図 集 発 行 36，060 

ヲt 渡並儲雑貨 27，630  

0 図集発行! t l土19費4上広告差収51入

，460 支出額

続 賀 会 費 79，840 印 刷 通 信 3，650 

総 費 3. 420 

此外会費収入 52，500を差引支出

|  晩餐会賞
72，770 

総 務 部 資 | … 3 印 串l 50，600 

委 員 会 10，577 

人 件 131，062 

懸 賞 金 75，000 

出品者並委貝報告会 23，9ω 

綾 費 48，424 

交 通 9，470 

退 {書 17，750  

予 i曹 費 661，072 建材陳列基金 400，000 

住で展覧会開催 45，040 

工高優秀卒業表彰 38，082 

日米学生作品交換企画 21，000 

文房，雑費，通信. 協会Z吉野

150，000 

支 出 計 5，526，434. 00

1

以上収支差引残 762，415. 00 
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正 会 員

石 原 政 三 君 逝 〈

は. 35年の苦楽をともにしたものである。その上に年

歯未だ壮，愛情の情，今更に深いものがある 。廷に護

んで哀別の辞を捧げる。

君の身上は，至孝至悌，業務には熱心と頑張りとで

あった。至孝な君は，今春91才の老母を送り ，今又，

頑張りもその病には及ばな かった。其に残念であっ

た。

君の熱心と頑張りには，い ろいろの思い出もあるが

身辺のものは省いて ，次の昔話を述べる。

大正12年，関東大震災の年である。君は和歌山市の

某病院の新築工事に従事した時であった。鉄筋コシグ

正会員石原政三君，病を得て昭和29年 8 月25日大阪 ロート 造 2 階建〈現存〉であるが， お定 まりの工事用

大学病院にて急に逝〈。享年55才。 のミキサ ー，タワ ー等を設置したもので ある。ところ

君は，明治32年12月22 日神戸市灘の産，佐野家より が，動力を使うということは. rζ れは工場 である」

入りて石原氏を重要ぐ。大正 9 年 3 月当時の大阪市立工 よって，この施設を容れる適法な工場々屋を先づ新築

業学校( 現都島工高〕建築科を卒業して，直に筆者等 ( 仮建築ではない〉しなければ，取締上使用させる訳

の合名会社大阪鉄筋混凝土工務所に入社。後，大正13 にはいかぬという当局の厳命なのである。これには，

年東京にて創設した薮中建築事務所に転じ，修養団会 若い石原君も参った。お百度を踏み， 百方陳弁しても

館，日本大学等の設計監理に従事したが，都合で帰阪 Z賓として応じない。幸い，当時和歌山工業に在職して

して，松浦組，勝呂組等に腕を振った。薮中建築$ 務 いた中島智菩君等が応援して，遂に知事，部長まで隊

所が大阪に移転するに及び，再び事務所に l帰来して筆 情する結末。ととろが. r東京や大阪では通例の事だ

者を助けたのであった。戦争末期は尼崎船渠株式会社 よ」で，ア ツサリとケリ。拍子の抜けたととになって

に主l ! 築課長として出向したのである。終戦後は自営を メデタシ，メデタシということである 。

志し十吉据経営，業漸くその絡につくに及んで急逝した。 当時の地方の鉄筋コシグリート工事の状況は，この

nに残念といわねばならぬ。跡に一子を主主す，政党君 一昔話でも判るので一つの草分時代の思い出を述べて

という 。 みたのである 。尤も 和歌山としては最初の鉄筋 コシダ

君は本会としては古い会只の一人である。筆者と リート建築でもあったが。( 薮中一良記〉

一 一 事 務 局 日 誌 8  月 分 一 一

3 日 建材会陳列場出品者会 2 - 生時陳列場 l乙て開催 19日 疋午於新道共同ピノレ建材会幹事会手島大和新! 日理

生日 工学院校友会近後支部役貝会 2 - 5 時朝日ピノレ事
事列席挨拶

務 所
It 2 時よ り於朝日事務所大和理事退職慰労金募集実

5 日 天神橋分室にて事務局職貝会名簿発行進捗打合せ

行委員会開催

// 午前10時- 3 時於第一生命ピル講習会場準備整額

12 日 新任常務理事手島政男本日より出務大和前理事同

事務局一同従

伴会長副会長理事府市其他関係方面挨拶

25 日 午前大阪商工会議所議員選挙につき打合せ手島理

13日 午後大和，手島新旧理事打連れ各方面挨拶廻りし
事出席

Tこ 26 日 午後伴博士，日野竹中本庖技師長釆室 ，大和嘱託

14 日 午後 1 時- 7 時手品，大和新旧理事於朝日事務所
とプロツグ建築講習会テキスト作成打合せ

務引続ぎ
It 建材会清掃部会 2 - 4 時於朝日大和嘱託出席

16日 午後 1 時- 7 時半於朝日事務所新旧理事事務引継 It 生- 5 於朝日工学院校友会役員会大和嘱託出席

ぎ 28 日 午後竹口市消防局建築係長，京都小谷氏来室京都

17 日 2 時- 5 時朝日事務所建材会清掃部会開催大和SI 古社寺建築見学につき打合せた

託7 l J前f 31 日 桐本市建築局次長来室，渡英挨拶
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本 会 活 動 報 告 (会 報) 一一 8 月 分 一 一

若人座談会 1 日2時- 6時 於 朝 日

教育委員会事業のーとして此日開催( 記録は来春「建

築と社会」に掲載〉

主 託 会 6 日い 5時於朝円ピノレ

中野，青木， 佐村木各主記理事: 並小泉編集理事: 出席，

昭和30年版会員名簿について種々協議打合せをなす。

コンクリート講習小委員会 6日乙ー6時

講習会使用映画試写 2 - 4 時御堂筋富土フィルム試写

室にて。 4時- 6 時於朝日事務室開識につき諸般協議。

災害委員会 7 日3 - 5 時 於 朝 日 ピ ル

本年度事業企画協議， 1. 都市防災からみた老朽建物の

対策 2. 労務者の災害防止についての講演会，を回途

として推進することになった今筒老朽建物対策は緊急

を要するので，府，市，消防局より資斜をもちより検

討を加えることに決定した。

理 事 会 10日1 時- 2 時於第一生命ピノレ倉数レイ

ョγ 集 会 室 竹 腰 会 長 外13名出席，先に報告事項より

始め続いて議事審惑をなす。 1. 建築土中央審議会委員

に東畑謙三氏を再推薦をなす。 2 法規委員会より機関

誌に法令便り掲載を承認。 3 手島常務理事任命の件及

大和常務理事解任の件を協議それぞれ承認したっ以上

定刻となり散会する。

評議員会 10 円3 - 4 時於第一生命ピノレノj 、野田セメ γ

ト会社会務室，鈴木議長 ・駒副議長外38名出席

昭和28年度収支決算報告承認。常務理事大和栄街退任

並に手島政男新任の件決議。大和栄館会務l属託の{ 牛承

認後，大和常務理事退任挨拶の鈴木謀長評議員会を代

表して感謝の辞あり閉会。

大和常務理事退職慰労金募集実行委員会 10日4 - 5 時

於同所竹腰会長外，会長より趣旨説明協力を需め一

向承認直ちに実行に移る事を申合せた。

有志納涼懇親会 10 日6 時於市内天王寺茶臼山

阪口楼，竹腰会長外 35 名出席有志懇親会開催 9 時散

会。

事務局職員会 13 日11時- 1 2時 於 朝 日

竹腰会長出席事務関係全職員集合，退任理事立主新任理

事に関し夫々挨拶lJd沼介後退任者の待遇や新任者; こ対

する希望意見立主に全事務局員の将来の心棒等につき注

意があり大和理事退任手島理事就任挨拶後懇談した。

コンクリート技能講座 20 日6 時- 8 時 半 於 第 一 生 命

四階倉敷レイョ γ 阪会議室開講，聴講者131名。横尾主

査司会，伊東副会長開講挨拶，鷲尾教育委員長後拶

後，議尾講師により講習開催30日迄 6 日問。

京都支郡役員会 21 日午後 4 時- 8 時 於 京 都 対 叡 房

大倉支部長外17名出，本部大和，手島理事列席r 講習会

開催の件。名簿，広告募集の件. 会員増加の件，支部

事業見学会協議診犬病i理事退任，手島理事就任挨拶後

大和理事退職慰労金募集方につき協議後晩餐会開催。

建材審査分料会 23日4 時~於朝日

スチーノレタイノレ並ピブロ分科委員会開催二件につき審

議証明文案作成。

法規委員会 24 日3 - 5 時 於 朝 日

鷲尾委員長外10名出席，委員会として検討する問題を

出庶，委員より求め法規に関する苦情を取り上げたもの

が次の通りである。

1. アーケード設置の問題 2. 建築規模に応ずる Par k-

i ng Ar ea の問題。 3. 大規模建築物の広告の問題 4. 

関係規則 ・条令の統ーの問題。5. 潟形便所と商業地域

のw. 液便所禁止の問題。 6 手続一本化と 促進の問題

7. 建築士の権限 ・その専門化等の問題。 8 違反建築処

分の問題。

キリンビール見学会 25 日2 - 4 . 時於尼崎工場

矢野委員長外80名 同工場接待所集合，矢野氏挨拶大

阪建築事務所小西技師より新築倉庫等設計説明，芳野

工場副長より工場主主ピ ーノレに関する説明後工場内見学

接待所前にて記念撮影後ピ ーノレ試飲，大和，手島新日

理事: の挨拶後解散。

編集委員会 8 月初 日 午後 2 時- 4 時 於 朝 日

出席者= 浦辺委員長外 5 名，事務局より 2 名。

議事として 1)  9月号経過報告 の 10月号経過報告

3) 手持原稿の件 4)  11月号の件 5) 英の他，を協

議した。

コンクリート講座実習会 29 日9 時- 5 時

コシ F リ{ 十 言語習際講者 120 名 9 時半大阪駅西口集合

{ 昔切パス三台にて大阪生コ γ 夕日ート工場に至り実習

俊午後梅田ピノレ，埼玉銀行，アシペ劇場等工事現場視

察，講師会員並大和，大藤，黒困芸惑員

和欧山支都役員会 3ω0日6 - 9時於支部耳事z務所

栗林支部長外14名木部大和手島新旧返事列席 講習会

の科三名簿発行協力の件，見学の件等協齢後新旧理事

退任並就任挨拶，栗林支部長両者に対する感謝と今後

の希望等述べた，後大和理事慰労金募集協力方協議し

た後別席にて懇親会開催 9 1f M故会。

コンクリート講習会試験 30日6 - 8時 於今宿グラ プ

第 1 国務講者120名に対し試験を行った。

老朽住宅視察 31 日1 - 6時

災害委員会Jこて子市研究中の老朽住宅対策問題資料の

ーとして市内朝日 f謝肉防署管内に於ける最近 倒壊せる

家屋並老応住宅を祝祭後朝日橋消防署階上で対策に関

する座談会開催した。出席府，市，消防署関係者並横

尾災筈委員長外委員等14名。
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編 集 後 記

タどの新聞だったか忘れたが，中華人民共痢i 国を中共と

略すのはいけない，中国でし 、し、というようなことがかか

れていたが，その中国は目下圏内建設に努め，その地位

も向上してきているのは誰もが認めるところである。ジ

ュネ{ グ会議以来，世界の平和のためには，中国を除外

しては考えられない。 とくに日本はそうである。今回，

日本から 2 つの 「外遊J がゐった。一つは，アメリカ方

面行きであり，一つは中国行きである。一方は 「おツリ

がこわい」と国民がらげて反対したものでゐり，一方は

国民外交としてその期待をよせているものである。日本

ほど中国と仲よく結んでいかなくてはならない園はない

はずである。 r領土主権の相互尊重，不可侵，内政不干

渉，平等互恵，平和共存」 という原則にもとずいて，ぉ

互に友好を高めるときである。

食.29年度の白本の土木建築工事量の准定は約 6，100 億円

で28年度より約 l 割の滅となっている。そのうち請負工

事は約4，400億円と縫定され，これも 28年度の4，900億円

の約 1割減である。 一方，業者の数は，登録業者数は

56，0∞であるが，未登録の小業者もいれると全業者数は

最守20万ぐらいと考えられる。 こうなると，全従業者の 1

業者当り平均年間工事量はわずか1∞0万円以下であり，

全業者の 1業者当り年内工事量となるとその% にもなら

ないだろう 。 これは 1 業者当りであって実際は 4，400 億

円の大半は数社の大手筋建設会社で占められており，大

部分の業者はその下積となってかろうじて仕事をしてい

るありさまである。

デフレ政策がこうしたなかで建設函にもあらわれてい

る。 しかも金融の引しめが，と くに中小企業に苦しいし

わょせを与えている。一方，再軍備政策による基地建設

などは引続き大量におこなわれている。

これでは，とうてい圏内の平和建設は確保されないど

ころか，きわめて憂慮すべき日本経済の破たんがあらわ

れそうである。

中国との友好貿易をのぞむ声が一段と切実 となったの

は，この故である。もちろんアメリカも吉田政府も真剣

に日中貿易を考えているのではない。それはせまりきて

いる不況の一時的な引のばしとして日中貿易のことを考

慮にいれざるをえなくなってきているだけで為って，そ

l  強 < 1 憧穂号

1 1竺: 三主主塁.
す り / ) 又

フローリンヴ‘

観光代2・..・ 電

書任1 I U

田辺工業株武会社

阪市西区江戸掘上通一丁目五電話土佐堀@ 7137- 9
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の基本的態度は日本軍国主義の復活で、ある。 したがっ

て，国民としては，軍国主義復活をおさえ，平和経済を

達成する動きと結びついて，日中貿易を考えなければ成

功しない。 これは建設界においても同様である。今回の

中国を訪問した議員団ならびに文化人が中国の建設状況

をしっかりとみてきてもらい， 日本の建設界にも活力を

与えてほしいと願うのは，あながちせんえつではあるま

L 、。

{ : { 本号は，はじめ 「国際号」 として企画していたが 「グ

ロヒ・ウス」が中心となってしまった。今回来日じたグロ

ピウスについては，盛に報導されたので‘ 今夏いうことは

時機はずれだが，本号はグロピウス全体で・な く「 日本で

のグロピウス」の姿を紹介しようとしたものである。13

号， 12号， 15号台風が去ってやっと人は台風に対して判

断を下すことができるように， rグロピウス台風」去っ

て，やっと本当に摂取批判の動きが起ってきているよう

だが，ヌド号はその材斜のーっともなろう 。

なお，本号より，作品作風のペ ージを設けて，と くに

名古屋以西の優秀な新建築の紹介を試みたいと思ってい

る。老大家はもとより，若い作家の健斗によって，日本

の「デザイナーここにあり」を示すすぐれた作品をうみ

だしていただきたい。 さいこ. に本号に執筆いたずごいた野

生司，川| 上，白石，佐藤，桜田各氏にあっくお礼を申し

上げます。その他企画に御協力下さった多くの人々に感

謝します。 ( 9 . 25. M )  

新刊 「建物及び般備の保全J パンフレ、ソト

清掃器材・室内仕上げ材の手入，屋根 ・外装 ・木

造建物 ・衛生施設・電気器具 ・給水設備等の保全，

消火装置 ・冷暖房 ・エレベ { タ{ 等の管理などを分

りやすく解説したもの。1 部 1∞円，会員 80 円。

希望の方は，本会までお申込み下さい。

建 築 と 社 会

第 3 5 碑 第10号

売価 1 都1∞内( 送料共)

昭和29年 9 月25日印刷・昭和29年10月 1 日発行

編集発行人 沖 田 誠

発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

大阪市北区中ノ島3 / 3朝日ピノレ

電 話 北 浜 ⑧ 1 3 3 4 - 9 番

振 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 番

大 阪 市 北 区 金 山 町 6 6  

印 刷 者 網 野 栄

大 阪 市 北 区 堂 山 町 6 6

印 刷 所 株式会社研文社 電 話 盟 崎 卸 価 審
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